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法人化と地方大学
滋賀医科大学学長　馬

ば ん

場
ば

  忠
た だ

雄
お

１
．法
人
化
の
経
緯

　

１
９
９
６
年
橋
本
龍
太
郎
内
閣
は「
行
政
改
革
会
議
」に
お
い
て
、中
央
省
庁
再
編
、国
の
行
政
組
織
の
民
営
化
、地
方
移
管
、

そ
し
て
独
立
行
政
法
人
制
度
の
創
設
を
提
案
し
、国
立
大
学
も
独
立
行
政
法
人
の
対
象
と
さ
れ
た
。１
９
９
９
年
有
馬
朗
人
文

部
大
臣
の
も
と
で
、行
政
改
革
で
は
な
く「
大
学
改
革
」の
観
点
か
ら
法
人
化
が
検
討
さ
れ
た
。２
０
０
０
年
に
入
り「
自
民
党

文
教
部
会
・
文
教
制
度
調
査
会
」の
提
言
と
し
て
発
表
さ
れ
た「
こ
れ
か
ら
の
国
立
大
学
の
在
り
方
に
つ
い
て
」に
お
い
て
、法
人

化
制
度
が
提
唱
さ
れ
た
。ま
た
、２
０
０
１
年
、文
部
科
学
省
か
ら
大
学（
国
立
大
学
）の
構
造
改
革
の
方
針（
遠
山
プ
ラ
ン
）が

公
表
さ
れ
、国
立
大
学
の
再
編
統
合
、新
し
い「
国
立
大
学
法
人
」へ
の
早
期
移
行
、国
公
私
立「
ト
ッ
プ
30
」の
育
成
が
示
さ
れ
た
。

そ
し
て
、「
国
立
大
学
等
の
独
立
行
政
法
人
化
に
関
す
る
調
査
検
討
会
議
」に
よ
り
制
度
設
計
が
進
め
ら
れ
た
。そ
の
な
か
で
、法

人
化
後
の
大
学
の
運
営
体
制
と
教
職
員
の
身
分
が
主
な
議
論
の
対
象
と
な
っ
た
。法
人
化
に
よ
っ
て
、国
立
大
学
は
国
か
ら
切
り

離
さ
れ
、自
律
的
な
環
境
の
も
と
で
活
性
化
し
、優
れ
た
教
育
や
特
色
あ
る
研
究
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、よ
り
個
性
豊
か
な
魅

力
あ
る
大
学
を
目
指
す
こ
と
に
な
っ
た
。具
体
的
に
は
法
人
化
後
、一
期
６
年
間
の
基
本
的
な
運
営
方
針
と
な
る
中
期
目
標
・
計

画
は
、文
部
科
学
省
と
意
見
調
整
の
上
決

定
さ
れ
、与
え
ら
れ
た
裁
量
権
に
よ
り
大

学
を
運
営
し
、業
績
を
毎
年
ま
と
め
報
告

書
を
提
出
し
評
価
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

大
学
運
営
上
の
裁
量
権
を
十
分
に
生
か

す
た
め
に
は
戦
略
的
な
大
学
運
営
体
制
を

つ
く
る「
ト
ッ
プ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
現
」

が
必
要
で
、さ
ら
に
、国
立
大
学
は
国
民
の

税
金
で
運
営
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
社
会

と
の
積
極
的
な
意
思
疎
通
を
は
か
り
、国

民
に
対
す
る
説
明
責
任
を
果
た
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
な
ど
が
、基
本
的
な
議

論
の
上
に
ま
と
め
ら
れ
た
。

　

ま
た
、競
争
原
理
を
導
入
し
、世
界
最

高
水
準
の
研
究
教
育
拠
点
づ
く
り
を
目
標

と
し
て
、２
０
０
１
年
に「
21
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ 

プ
ロ
グ
ラ
ム
」が
大
学
院
の
博
士
課
程
を

対
象
に
選
定
さ
れ
、５
年
間
の
重
点
的
な

資
金
支
援
が
行
わ
れ
た
。

　

２
０
０
３
年
度
に
は
、学
部
教
育
を
中

心
と
し
た「
特
色
あ
る
大
学
教
育
支
援
プ

大
学

・国立大学法人滋賀医科大学
が設立

・吉川隆一学長のもと、第一期
中期目標・計画がスタート

・医療人育成教育研究センター
を設置

・睡眠学講座（寄附講座）を開設

・「産学連携によるプライマリ・
ケア医学教育」が文部科学省

「現代ＧＰ」に採択

・開学３０周年記念式典を開催

・文部科学省(JST)「都市エリ
ア産学官連携促進事業（一般
型）」に採択

・基礎医学講座を再編

・看護学科に助産師課程を設置

・「眠りの森」事業が経済産業省
事業に採択

・県民アンケート調査を実施

・「一般市民参加型全人的医療
教育プログラム」が文部科学
省「医療人ＧＰ」に採択

・バイオメディカル・イノベー
ションセンターを設置

・保育所の開設

・大学ベンチャー企業「マイクロ
ン滋賀」の起業

・「高度がん医療を先導する人
材養成拠点の形成」が文部科
学省「がんプロフェッショナル
養成プラン」に採択

・「再就職及びキャリアアップを
可能にするための新しい実践
的な臨床心理士研修コース」
が文部科学省「社会人の学び
直しニーズ対応教育推進プロ
グラム」に採択

・地域「里親」による学生支援プ
ログラムが文部科学省「学生
支援ＧＰ」に採択

・滋賀県からの寄附講座「地域
医療システム学講座」を開設

・家庭医療学講座を開設

・「学内ＥＳＣＯ事業」が省エネル
ギーセンター会長賞を受賞

・文部科学省(JST)「都市エリ
ア産学官連携促進事業（発展
型）」に採択

・馬場忠雄学長のもと新執行部
がスタート

・「びわこバイオ医療大学間連
携戦略」が文部科学省「戦略
的大学連携支援事業」に採択

・長浜バイオ大学と「戦略的大
学連携事業」に関する協定を
締結

・膳所高校・虎姫高校と高大連
携事業協定を締結

・滋賀短期大学と包括協定を締
結

・ホーチミン医科薬科大学（ベ
トナム）と学術交流協定を締
結

・ミシガン州立大学連合日本セ
ンターと交流協定を締結

・滋賀県からの寄附講座「総合
がん治療学講座」を開設

・医学部医学科入学定員を１０
名増員

・大学機能別認証評価の認定

・東北大学（中国）と学術交流
の協約を締結

・オタワ大学（カナダ）と学術交
流協定を締結

・クリエイティブ・モチベーション
センター竣工

・立命館守山高校と高大連携事
業協定を締結

・地域周産期医療学講座（寄附
講座）を開設

・「非燃焼型医療廃棄物処理
機」の開発・導入

・総合内科学講座（寄附講座）、
総合外科学講座（寄附講座）
を開設

・地域精神医療学講座（寄附講
座）を開設

・県民アンケート調査を実施

・文部科学省(JST)「地域イノ
ベーション戦略支援プログラ
ム（グローバル型）」に採択

・マレーシア国民大学と学術交
流協約を締結

・男女共同参画推進室の設置

・滋賀医科大学スチューデント
ドクター認定式を実施

・第１回ホームカミングデイを
開催

・京都橘学園と教育研究協力に
関する包括協定を締結

・滋賀医科大学大学院看護学
専攻高度専門職コースに「看
護管理実践」を設置

・ナイロビ大学（ケニア）と学術
交流協約を締結

・ケニア中央医学研究所と学術
交流協約を締結

・浜松医科大学と包括協定を締
結

・学内保育所「あゆっこ」に病児
保育室がオープン

・ＪＳＴ「復興促進プログラム
（マッチング促進）」に「マイク
ロ波実質臓器凝固切断器の
開発」が採択

・臨床腫瘍学講座の開設

・地域生活看護学講座を公衆
衛生看護学講座に名称変更

・アジア疫学研究センターの設置

・アジア疫学研究センター開所
記念国際シンポジウムを開催

・国際交流締結大学等との国際
シンポジウムを開催

・文部科学省博士課程教育リー
ディングプログラムに「アジ
ア非感染性疾患(NCD)超克
プロジェクト」が採択

・ＳＵＭＳメディカルミュージア
ムを開所

・滋賀医科大学－京都薬科大学
第１回ジョイント・シンポジウ
ムを開催

・小児発達支援学講座（寄附講
座）を開設

・「次世代画像誘導下低侵襲医
療システムの戦略的研究促
進」の開始

・滋賀医科大学が地域に及ぼす
経済効果分析調査の実施

・インドネシア大学と学術交流
協定を締結

附
属
病
院

・中央診療施設等及び特殊診
療施設を改組、中央診療部

（１５部）、医療安全管理部、地
域医療連携部、医療研修部、
卒後臨床研修センター及び
治験管理センターに再編

・アミアン・ピカルディ大学病院
（フランス）と学術交流協定
を締結

・不整脈センターを開設

・炎症性腸疾患センターを開設

・産科オープンシステム運用開始
（全国立大学附属病院初）

・ペインクリニックセンターを
開設

・病院玄関へのバス乗り入れ開
始

・病院敷地内全面禁煙を実施

・チョー・ライ病院（ベトナム）と
国際交流協定を締結

・腫瘍センターの設置

・新病棟（Ｄ病棟）竣工

・感染制御部の設置

・リハビリテーション科の設置

・患者支援センターの設置

・「コア生涯学習型高度専門医
養成プログラム」が文部科学
省「大学病院連携型高度医療
人養成推進事業」に採択

・開院３０周年記念事業を実施

・滋賀県がん診療高度中核拠
点病院に指定

・医師臨床教育センターの設置

・病院機能評価の更新認定

・滋賀県肝疾患診療連携拠点
病院に指定

・文部科学省「周産期医療環境整備
事業」に採択（ＮＩＣＵ：９床、ＧＣＵ：６
床に増床、院内助産所の開設）

・文部科学省「看護職キャリア
システム構築プラン」に採択

・腫瘍内科の設置

・災害拠点病院に指定

・看護臨床教育センターの設置

・高精度放射線治療システム
（リニアック）を導入

・チョー・ライ病院（ベトナム）に
おける心臓血管外科の医療
支援開始

・医学部附属病院の病床が６床
増床（計６１４床）

・看護スキルズラボを開設

・東日本大震災へＤＭＡＴチーム
（災害派遣医療チーム）を派
遣

・先進医療「腹腔鏡下スリーブ
状胃切除術」の承認

・臨床研究開発センターの設置

・ホスピタルローソンがオープ
ン

・化学療法部を廃止（腫瘍セン
ターの部門とする）

・病院再開発完成記念式典・祝
賀会を開催

・手術支援ロボット「ダ・ヴィンチ
Ｓi」を導入

・精神科神経科を精神科に名称
変更

・臨床遺伝相談科の設置

・先進医療「術後のホルモン療
法及びＳ－１内服投与の併用
療法」の承認

・先進医療「単純疱疹ウイルス
感染症又は水痘帯状疱疹ウ
イルス感染迅速診断（リアル
タイムＰＣＲ法）」の承認

・滋賀県総合周産期母子医療
センターに指定

・先進医療「急性リンパ性白血
病細胞の免疫遺伝子再構成
を利用した定量的ＰＣＲ法によ
る骨微小残存病変（ＭＲＤ）量
の測定」の承認

・「滋賀健康創生」特区として地
域指定

・先進医療「前眼部三次元画像
解析」の承認

・ＰＥＴ－ＣＴ装置を導入

・インドネシア大学における脳
神経外科の医療支援開始

Society-based Education, Unique Research, 
Mindful Medical Service, Strategic activated 
Service (SUMS) プロジェクト 2010-2015 「次世代を担
う人材育成と医療科学・技術の創出」 として、重要項目23
にまとめ、遂行に向けて努力している。

第２期中期目標期間（平成２２～２７年度）
法人化の長所を生かした改革を本格化

第３期
中期目標期間
（平成２８年度～）
持続的な“競争力”を持
ち、高い付加価値を生み
出す国立大学へ

国立大学を取り巻く環境の　  変化
・グローバル化
・少子高齢化の進展
・新興国の台頭などによる競　  争激化

 など　

○ 内閣総理大臣 安倍　晋三（H18. 9.26～H19. 9.26） 鳩山 　  由紀夫（H21. 9.16～H22. 6. 8） 野田　佳彦（H23. 9. 2～H24.12.26） 安倍　晋三（H24.12.26～）
　 小泉 純一郎（H13. 4.26～H18. 9.26） 福田　康夫（H19. 9.26～H20. 9.24） 菅　　直人（H22. 6. 8～H23. 9. 2）

麻生　太郎（H20. 9.24～H21. 9.16）

○ 文部科学大臣 河村　建夫（H15. 9.22～H16. 9.27） 伊吹　文明（H18. 9.26～H19. 9.26） 川端　   達夫（H21. 9.16～H22. 9.17） 中川　正春（H23. 9. 2～H24. 1.13） 下村　博文（H24.12.26～）
　 遠山　敦子（H13. 4.26～H15. 9.22） 中山　成彬（H16. 9.27～H17.10.31） 渡海 紀三朗（H19. 9.26～H20. 8. 2） 高木　義明（H22. 9.17～H23. 9. 2） 平野　博文（H24. 1.13～H24.10. 1）

小坂　憲次（H17.10.31～H18. 9.26） 鈴木　恒夫（H20. 8. 2～H20. 9.24） 田中 眞紀子（H24.10. 1～H24.12.26）
塩谷　立（H20. 9.24～H21. 9.16）

国立大学改革プラン
自主的・自律的な改善・発展を

促す仕組みの構築

改革加速期間
グローバル化
イノベーション機能強化
人事・給与システムの弾力化

今後の国立大学の機能強化に
向けての考え方（平成２５年６月）

ミッションの再定義

２００１（H13）年度 ２００4（H16）年度 ２００5（H17）年度 ２００6（H18）年度 ２００7（H19）年度 ２００8（H20）年度 ２００9（H21）年度 ２０10（H22）年度 ２０11（H23）年度 ２０12（H24）年度 ２０13（H25）年度 2014
（H26）

2015
（H27）

2016（H28）年度

２００１（H13）年度 ２００4（H16）年度 ２００5（H17）年度 ２００6（H18）年度 ２００7（H19）年度 ２００8（H20）年度 ２００9（H21）年度 ２０10（H22）年度 ２０11（H23）年度 ２０12（H24）年度 ２０13（H25）年度 2014
（H26）

2015
（H27）

2016（H28）年度
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ロ
グ
ラ
ム
」が
企
画
さ
れ
た
。資
金
支
援
は

３
年
で
、選
定
さ
れ
た
大
学
で
は
、大
学
の

特
色
と
す
る
こ
と
が
で
き
、個
性
の
輝
く

大
学
と
い
う
意
識
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
期

待
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

一
方
、
大
学
の
評
価
に
つ
い
て
は
、

１
９
９
１
年
か
ら「
自
己
点
検
・
自
己
評
価
」

が
制
度
上
あ
っ
た
が
、第
三
者
評
価
機
関

と
し
て「
大
学
評
価
・
学
位
授
与
機
構
」が

発
足
し
、２
０
０
０
年
度
か
ら
、テ
ー
マ
別
、

分
野
別
、教
育
評
価
、研
究
評
価
の
試
行
が

行
わ
れ
た
。そ
の
後
、学
校
教
育
法
等
の
改

正
が
行
わ
れ
、２
０
０
４
年
度
か
ら
、国
、

公
、私
立
の
全
て
の
大
学
は
７
年
以
内
の

一
定
の
期
間
毎
に
、国
の
認
証
に
よ
っ
て
資

格
を
有
す
る
評
価
団
体
に
よ
り
、認
証
評

価
を
受
け
、公
表
さ
れ
る
こ
と
が
義
務
化

さ
れ
た
。評
価
結
果
に
よ
っ
て
予
算
配
分

や
設
置
許
可
が
取
り
消
さ
れ
る
も
の
で
は

な
く
、大
学
の
質
の
向
上
を
目
指
す
も
の

と
な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
形
で
、法
人
化
に
向
け
た

取
り
組
み
を
行
い
な
が
ら
、２
０
０
４
年

度
か
ら
、国
立
大
学
法
人
と
し
て
歩
み
出

す
こ
と
と
な
っ
た
。各
大
学
は
、建
学
の
精

神
や
理
念
の
も
と
に
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
を
作
り
、中
期
目
標
・
計
画
を
教
育
、

研
究
、診
療
、業
務
運
営
の
面
に
お
い
て
、

多
大
な
労
力
を
費
や
し
立
て
る
こ
と
に
な

り
、中
期
目
標
・
計
画
に
つ
い
て
文
部
科
学

省
と
の
調
整
が
一
部
行
わ
れ
、ス
タ
ー
ト

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

大
学

・国立大学法人滋賀医科大学
が設立

・吉川隆一学長のもと、第一期
中期目標・計画がスタート

・医療人育成教育研究センター
を設置

・睡眠学講座（寄附講座）を開設

・「産学連携によるプライマリ・
ケア医学教育」が文部科学省

「現代ＧＰ」に採択

・開学３０周年記念式典を開催

・文部科学省(JST)「都市エリ
ア産学官連携促進事業（一般
型）」に採択

・基礎医学講座を再編

・看護学科に助産師課程を設置

・「眠りの森」事業が経済産業省
事業に採択

・県民アンケート調査を実施

・「一般市民参加型全人的医療
教育プログラム」が文部科学
省「医療人ＧＰ」に採択

・バイオメディカル・イノベー
ションセンターを設置

・保育所の開設

・大学ベンチャー企業「マイクロ
ン滋賀」の起業

・「高度がん医療を先導する人
材養成拠点の形成」が文部科
学省「がんプロフェッショナル
養成プラン」に採択

・「再就職及びキャリアアップを
可能にするための新しい実践
的な臨床心理士研修コース」
が文部科学省「社会人の学び
直しニーズ対応教育推進プロ
グラム」に採択

・地域「里親」による学生支援プ
ログラムが文部科学省「学生
支援ＧＰ」に採択

・滋賀県からの寄附講座「地域
医療システム学講座」を開設

・家庭医療学講座を開設

・「学内ＥＳＣＯ事業」が省エネル
ギーセンター会長賞を受賞

・文部科学省(JST)「都市エリ
ア産学官連携促進事業（発展
型）」に採択

・馬場忠雄学長のもと新執行部
がスタート

・「びわこバイオ医療大学間連
携戦略」が文部科学省「戦略
的大学連携支援事業」に採択

・長浜バイオ大学と「戦略的大
学連携事業」に関する協定を
締結

・膳所高校・虎姫高校と高大連
携事業協定を締結

・滋賀短期大学と包括協定を締
結

・ホーチミン医科薬科大学（ベ
トナム）と学術交流協定を締
結

・ミシガン州立大学連合日本セ
ンターと交流協定を締結

・滋賀県からの寄附講座「総合
がん治療学講座」を開設

・医学部医学科入学定員を１０
名増員

・大学機能別認証評価の認定

・東北大学（中国）と学術交流
の協約を締結

・オタワ大学（カナダ）と学術交
流協定を締結

・クリエイティブ・モチベーション
センター竣工

・立命館守山高校と高大連携事
業協定を締結

・地域周産期医療学講座（寄附
講座）を開設

・「非燃焼型医療廃棄物処理
機」の開発・導入

・総合内科学講座（寄附講座）、
総合外科学講座（寄附講座）
を開設

・地域精神医療学講座（寄附講
座）を開設

・県民アンケート調査を実施

・文部科学省(JST)「地域イノ
ベーション戦略支援プログラ
ム（グローバル型）」に採択

・マレーシア国民大学と学術交
流協約を締結

・男女共同参画推進室の設置

・滋賀医科大学スチューデント
ドクター認定式を実施

・第１回ホームカミングデイを
開催

・京都橘学園と教育研究協力に
関する包括協定を締結

・滋賀医科大学大学院看護学
専攻高度専門職コースに「看
護管理実践」を設置

・ナイロビ大学（ケニア）と学術
交流協約を締結

・ケニア中央医学研究所と学術
交流協約を締結

・浜松医科大学と包括協定を締
結

・学内保育所「あゆっこ」に病児
保育室がオープン

・ＪＳＴ「復興促進プログラム
（マッチング促進）」に「マイク
ロ波実質臓器凝固切断器の
開発」が採択

・臨床腫瘍学講座の開設

・地域生活看護学講座を公衆
衛生看護学講座に名称変更

・アジア疫学研究センターの設置

・アジア疫学研究センター開所
記念国際シンポジウムを開催

・国際交流締結大学等との国際
シンポジウムを開催

・文部科学省博士課程教育リー
ディングプログラムに「アジ
ア非感染性疾患(NCD)超克
プロジェクト」が採択

・ＳＵＭＳメディカルミュージア
ムを開所

・滋賀医科大学－京都薬科大学
第１回ジョイント・シンポジウ
ムを開催

・小児発達支援学講座（寄附講
座）を開設

・「次世代画像誘導下低侵襲医
療システムの戦略的研究促
進」の開始

・滋賀医科大学が地域に及ぼす
経済効果分析調査の実施

・インドネシア大学と学術交流
協定を締結

附
属
病
院

・中央診療施設等及び特殊診
療施設を改組、中央診療部

（１５部）、医療安全管理部、地
域医療連携部、医療研修部、
卒後臨床研修センター及び
治験管理センターに再編

・アミアン・ピカルディ大学病院
（フランス）と学術交流協定
を締結

・不整脈センターを開設

・炎症性腸疾患センターを開設

・産科オープンシステム運用開始
（全国立大学附属病院初）

・ペインクリニックセンターを
開設

・病院玄関へのバス乗り入れ開
始

・病院敷地内全面禁煙を実施

・チョー・ライ病院（ベトナム）と
国際交流協定を締結

・腫瘍センターの設置

・新病棟（Ｄ病棟）竣工

・感染制御部の設置

・リハビリテーション科の設置

・患者支援センターの設置

・「コア生涯学習型高度専門医
養成プログラム」が文部科学
省「大学病院連携型高度医療
人養成推進事業」に採択

・開院３０周年記念事業を実施

・滋賀県がん診療高度中核拠
点病院に指定

・医師臨床教育センターの設置

・病院機能評価の更新認定

・滋賀県肝疾患診療連携拠点
病院に指定

・文部科学省「周産期医療環境整備
事業」に採択（ＮＩＣＵ：９床、ＧＣＵ：６
床に増床、院内助産所の開設）

・文部科学省「看護職キャリア
システム構築プラン」に採択

・腫瘍内科の設置

・災害拠点病院に指定

・看護臨床教育センターの設置

・高精度放射線治療システム
（リニアック）を導入

・チョー・ライ病院（ベトナム）に
おける心臓血管外科の医療
支援開始

・医学部附属病院の病床が６床
増床（計６１４床）

・看護スキルズラボを開設

・東日本大震災へＤＭＡＴチーム
（災害派遣医療チーム）を派
遣

・先進医療「腹腔鏡下スリーブ
状胃切除術」の承認

・臨床研究開発センターの設置

・ホスピタルローソンがオープ
ン

・化学療法部を廃止（腫瘍セン
ターの部門とする）

・病院再開発完成記念式典・祝
賀会を開催

・手術支援ロボット「ダ・ヴィンチ
Ｓi」を導入

・精神科神経科を精神科に名称
変更

・臨床遺伝相談科の設置

・先進医療「術後のホルモン療
法及びＳ－１内服投与の併用
療法」の承認

・先進医療「単純疱疹ウイルス
感染症又は水痘帯状疱疹ウ
イルス感染迅速診断（リアル
タイムＰＣＲ法）」の承認

・滋賀県総合周産期母子医療
センターに指定

・先進医療「急性リンパ性白血
病細胞の免疫遺伝子再構成
を利用した定量的ＰＣＲ法によ
る骨微小残存病変（ＭＲＤ）量
の測定」の承認

・「滋賀健康創生」特区として地
域指定

・先進医療「前眼部三次元画像
解析」の承認

・ＰＥＴ－ＣＴ装置を導入

・インドネシア大学における脳
神経外科の医療支援開始

大学（国立大学）の構造改革の方針
（平成13年６月文部科学省）

１．国立大学の再編・統合を大胆に進める。
○各大学や分野ごとの状況を踏まえ再

編・統合
　・教員養成系など→規模の縮小・再編

（地方移管等も検討）
　・単科大（医科大など）→他大学との統

合等（同上）
　・県域を越えた大学・学部等の再編・

統合など
○国立大学の数の大幅な削減を目指す
　→スクラップ・アンド・ビルドで活性化

２．国立大学に民間的発想の経営手法を導
入する。

○大学役員や経営組織に外部の専門家を
登用

○経営責任の明確化により機動的・戦略
的に大学を運営

○能力主義・業績主義に立った新しい人事
システムを導入

○国立大学の機能の一部を分離・独立
（独立採算制を導入）

　・附属学校、ビジネススクール等から対
象を検討

　→新しい「国立大学法人」に早期移行

３．大学に第三者評価による競争原理を導
入する。

○専門家・民間人が参画する第三者評価
システムを導入

　・「大学評価・学位授与機構」等を活用
○評価結果を学生・企業・助成団体など国

民、社会に全面公開
○評価結果に応じて資金を重点配分
○国公私を通じた競争的資金を拡充
　→国公私「トップ３０」を世界最高水準に

　育成

○ 第１期中期目標期間に係る業務の実績に関する評価結果
（１）教育研究等の質の向上の状況　①教育に関する目標　３、②研究に関する目標　４、③その他の目標（社会との連

携、国際交流等に関する目標）　４
（２）業務運営、財務改善等の状況　①業務運営の改善・効率化に関する目標　５、②財務内容の改善に関する目標　４、

③自己点検、評価及び当該状況に係る情報の提供に関する目標　４、④その他業務運営に関する重要目標　５
※５：目標の達成状況が非常に優れている、４：目標の達成状況が良好である、３：目標の達成状況がおおむね良好である、

２：目標の達成状況が不十分である、１：目標の達成のため重大な改善が望まれる

表1　法人化後の本学のあゆみ

国立大学法人スタート　《国立大学法人化の意義》

・自律的・自主的な環境の下での国立大学活性化
・優れた教育や特色ある研究に向けてより積極的な取組を推進
・より個性豊かな魅力ある国立大学を実現

地域の特徴を考慮しつつ、独自の新しい医学・看護学の教育・研究を推進すると
ともに、その成果を滋賀の地から国内はもとより世界に発信し、医学・看護学の
発展に貢献すること及び高度な医療を提供することによって、人々の福祉の向上
に寄与する　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（中期目標前文より抜粋）

第１期中期目標期間（平成１６～２１年度）
新たな法人制度の「始動期」

国立大学を取り巻く環境の　  変化
・グローバル化
・少子高齢化の進展
・新興国の台頭などによる競　  争激化

 など　

○ 内閣総理大臣 安倍　晋三（H18. 9.26～H19. 9.26） 鳩山 　  由紀夫（H21. 9.16～H22. 6. 8） 野田　佳彦（H23. 9. 2～H24.12.26） 安倍　晋三（H24.12.26～）
　 小泉 純一郎（H13. 4.26～H18. 9.26） 福田　康夫（H19. 9.26～H20. 9.24） 菅　　直人（H22. 6. 8～H23. 9. 2）

麻生　太郎（H20. 9.24～H21. 9.16）

○ 文部科学大臣 河村　建夫（H15. 9.22～H16. 9.27） 伊吹　文明（H18. 9.26～H19. 9.26） 川端　   達夫（H21. 9.16～H22. 9.17） 中川　正春（H23. 9. 2～H24. 1.13） 下村　博文（H24.12.26～）
　 遠山　敦子（H13. 4.26～H15. 9.22） 中山　成彬（H16. 9.27～H17.10.31） 渡海 紀三朗（H19. 9.26～H20. 8. 2） 高木　義明（H22. 9.17～H23. 9. 2） 平野　博文（H24. 1.13～H24.10. 1）

小坂　憲次（H17.10.31～H18. 9.26） 鈴木　恒夫（H20. 8. 2～H20. 9.24） 田中 眞紀子（H24.10. 1～H24.12.26）
塩谷　立（H20. 9.24～H21. 9.16）

２００１（H13）年度 ２００4（H16）年度 ２００5（H17）年度 ２００6（H18）年度 ２００7（H19）年度 ２００8（H20）年度 ２００9（H21）年度 ２０10（H22）年度 ２０11（H23）年度 ２０12（H24）年度 ２０13（H25）年度 2014
（H26）

2015
（H27）

2016（H28）年度

２００１（H13）年度 ２００4（H16）年度 ２００5（H17）年度 ２００6（H18）年度 ２００7（H19）年度 ２００8（H20）年度 ２００9（H21）年度 ２０10（H22）年度 ２０11（H23）年度 ２０12（H24）年度 ２０13（H25）年度 2014
（H26）

2015
（H27）

2016（H28）年度
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２
．法
人
化
後
の
課
題

　

２
０
０
４
年
度
か
ら
第
一
期
中
期
目
標
・
計
画
の
も
と
に
、年
度
計
画
を
毎
年
立
て
て

実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。年
度
内
に
そ
の
進
捗
状
況
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
必
要
性
が
あ
り
、

年
度
末
に
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
が
実
績
に
基
づ
い
て
自
己
評
価
を
行
い
、実
績
報

告
書
を
作
る
作
業
を
毎
年
繰
り
返
し
行
う
こ
と
に
な
っ
て
、評
価
疲
れ
と
い
う
声
も
聞

こ
え
る
中
、本
学
独
自
の
Ｉ
Ｔ
を
用
い
た
進
捗
ナ
ビ
が
評
価
さ
れ
た
。財
政
支
援
に
つ
い

て
は
、一
般
運
営
費
交
付
金
が
、毎
年
本
学
の
場
合
1.3
％
ず
つ
削
減
さ
れ
る
結
果
と
な
り
、

教
育
研
究
基
盤
経
費
が
少
し
ず
つ
減
少
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。さ
ら
に
、人
件
費
改
革
が

加
わ
り
、大
学
改
革
と
い
う
よ
り
、行
政
改
革
の
一
端
か
と
思
わ
れ
た
。一
方
、競
争
的
原

理
の
導
入
に
よ
り
、教
育
、研
究
の
特
色
あ
る
各
種
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
提
案
さ
れ
、全
国

公
募
に
よ
っ
て
、第
三
者
委
員
会
で
選
考
さ
れ
た
課
題
に
対
し
て
、３
年
を
期
限
と
し
て

財
政
的
支
援
が
行
わ
れ
た
。

　

教
育
に
お
い
て
は
、地
域
基
盤
型
教
育
を
推
進
す
る「
産
学
連
携
に
よ
る
プ
ラ
イ
マ
リ・

ケ
ア
医
学
教
育
」、「
一
般
市
民
参
加
型
全
人
的
医
療
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」、「
地
域「
里
親
」

に
よ
る
学
生
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」が
２
０
０
４
年
度
か
ら
採
択
さ
れ
、３
年
間
～
５
年

間
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
あ
っ
た
が
、そ
の
後
、本
学
の
費
用
あ
る
い
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化

を
行
っ
て
、い
ず
れ
も
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
な
ど
に
取
り
入
れ
て
継
続
し
て
行
っ
て
い
る
。産

学
連
携
な
ど
に
よ
る
共
同
研
究
は
、立
命
館
大
学
、龍
谷
大
学
、本
学
と
滋
賀
県
工
技
セ

ン
タ
ー
、さ
ら
に
ニ
プ
ロ
、山
科
精
器
、旭
光
電
機
な
ど
に
よ
り
、２
０
０
４
年
か
ら
科

学
技
術
振
興
機
構
の
都
市
エ
リ
ア
産
学
官
連
携
促
進
事
業（
一
般
型
）、２
０
０
７
年
か

ら
発
展
型
に
よ
る
外
部
資
金
の
獲
得
が
で
き
た
。第
一
期
の
本
学
の
こ
の
よ
う
な
実
績

に
対
し
て
高
い
評
価
が
与
え
ら
れ
た
。

　

２
０
１
０
年
か
ら
始
ま
っ
た
第
二
期
に
は
、Society Based Education, U

nique 
Research ,M

indful M
edical Service, Strategic Activated Service

（
Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｓ
）

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
ま
と
め
展
開
し
て
き
た
。２
０
１
３
年
度
か
ら
は
、国
立
大
学
協
会
に

お
い
て
も「
大
学
の
機
能
強
化
」を
明
確
に
宣
言
し
た
。表
１
に
法
人
化
前
か
ら
現
在
ま

で
の
主
な
流
れ
と
本
学
の
取
り
組
み
を
ま
と
め
た
。

　

文
部
科
学
省
の
高
等
教
育
政
策
に
お
い
て
、競
争
的
環
境
で
の
大
学
機
能
の
強
化
、改

革
に
対
す
る
支
援
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進
を
支
援
す
る
こ
と
と
な
り
、各
大
学
の
方

向
性
を
明
確
化
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。競
争
的
資
金
の
獲
得
に
は
、新
規
性
、ア
イ
デ
ア
、

実
績
な
ど
が
考
慮
さ
れ
、実
績
の
あ
る
総
合
大
学
、ま
た
、大
都
市
の
大
学
が
、企
業
な

ど
に
よ
る
寄
附
講
座
の
設
置
や
産
学
連
携
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
断
然
優

位
で
あ
り
、地
方
と
大
都
会
の
大
学
と
の

格
差
は
、否
応
な
く
拡
大
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。し
か
し
、本
学
に
お
い
て
は
図
１
に
示

す
よ
う
に
大
都
市
総
合
大
学
と
、本
学
の

財
務
諸
表
か
ら
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
を
比
較

す
る
と
、金
額
で
は
大
き
な
差
が
あ
る
も

の
の
、外
部
資
金
の
獲
得
な
ど
に
お
い
て

は
、２
０
０
４
年
度
を
１
０
０
と
し
た
場

合
、比
率
に
大
き
な
差
は
な
い
よ
う
で
あ

る
。

　

本
学
に
お
い
て
は
、附
属
病
院
が
あ
り
、

文
科
系
大
学
と
は
大
き
く
異
な
る
も
の
の
、

病
院
収
支
は
医
療
保
険
制
度
の
改
正
に
大

き
く
依
存
す
る
。２
０
１
０
年
の
改
正
に
よ

り
、手
術
を
伴
う
手
技
料
が
高
く
評
価
さ
れ

た
と
は
い
え
、病
院
の
再
開
発
中
に
も
か
か

わ
ら
ず
診
療
報
酬
請
求
額
の
上
昇
に
つ
な

が
っ
た
の
は
、教
職
員
の
努
力
に
よ
り
病
院

機
能
の
改
善
が
積
極
的
に
行
わ
れ
た
こ
と

に
よ
る
も
の
で
あ
り
、感
謝
申
し
上
げ
る
。

　

本
学
で
は
、附
属
病
院
の
収
益
が
経
常
収
益
の
約
２
／
３
を
占
め
て
お
り
、

２
０
１
４
年
度
の
診
療
報
酬
改
定
に
お
い
て
は
0.1
％
増
と
い
う
も
の
の
、消
費
税
３
％

増
税
分
を
引
く
と
マ
イ
ナ
ス
１
．２
６
％
と
な
る
た
め
、病
院
経
営
に
及
ぼ
す
影
響
も

大
き
い
。管
理
会
計
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
進
め
、効
率
的
な
経
営
が
求
め
ら
れ
る
。

　
３
．本
学
の
対
応

　

本
学
は
、倫
理
感
と
法
令
遵
守
を
も
と
に
行
動
す
る
医
療
人
及
び
研
究
者
を
育
成
す
る

使
命
を
有
す
る
大
学
で
あ
り
、そ
れ
は
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
再
定
義
に
お
い
て
も
明
確
で
あ
り
、

本
学
の
創
設
の
理
念
と
変
わ
る
と
こ
ろ
は
な
い
。

　

医
学
の
本
質
を
理
解
す
る
ば
か
り
で
な
く
、理
論
に
基
づ
い
た
実
践
を
行
う
こ
と
が

基
本
で
あ
る
が
、市
民
の
目
線
で
医
療
を
行
う
人
材
の
育
成
に
は
市
民（
患
者
を
含
む
）

の
授
業
へ
の
参
加
、協
力
に
よ
る
実
習
が
必
要
で
あ
る
。一
方
、医
学
教
育
の
国
際
水
準

100%

150%

200%

250%

0%

50%

2004 2005 2007 2009 2012 年度

研究費受入額（外部資金）および
一般運営費交付金の推移

研究費受入額（外部資金）

一般運営費交付金

総合大学
医系大学
本学

総合大学
医系大学
本学

図1



は
、次
世
代
低
侵
襲
医
療
機
器
の
実
用
化

を
目
指
し
、文
部
科
学
省「
次
世
代
画
像

誘
導
下
低
侵
襲
医
療
シ
ス
テ
ム
の
戦
略

的
研
究
推
進
―低
侵
襲
医
療
シ
ス
テ
ム

の
研
究
開
発
拠
点
構
築
―事
業
」が
開
始

さ
れ
た
。一
方
、立
命
館
大
学
や
ニ
プ
ロ

と
の
共
同
で
開
発
し
た
、微
量
血
液
に
よ

る
生
化
学
分
析
技
術
を
足
が
か
り
に
、本

年
、本
学
が
立
地
す
る
大
津
市
を
含
む
滋

賀
県
の
一
部
地
域
が
、『
地
域
の
“
も
の

づ
く
り
力
”
を
生
か
し
た「
滋
賀
健
康
創

生
」特
区
』と
し
て
地
域
指
定
さ
れ
た
。そ

の
他
、多
く
の
産
学
連
携
が
動
い
て
い
る

こ
と
は
誠
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。

　

今
回
、本
学
が
行
っ
た
大
学
の
地
域
経

済
に
及
ぼ
す
影
響
に
関
す
る
調
査
に
よ

る
と
、滋
賀
県
内
に
限
っ
た
、第
一
次
、第

二
次
波
及
効
果
を
含
め
た
総
合
効
果
は
、

約
２
４
０
億
円
と
な
り
、本
学
の
地
域
経

済
に
及
ぼ
す
経
済
効
果
は
大
き
い
こ
と

も
数
字
で
示
す
こ
と
が
で
き
た（
表
２
）。

４
．ま
と
め

　

医
学
・
看
護
学
は
、地
域
医
療
と
密
接
な
関
係
が
あ
り
、Center of Com

m
unity

の

中
核
と
な
り
う
る
も
の
で
あ
る
。一
方
で
、教
育
、研
究
、診
療
を
通
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
な

対
応
が
可
能
で
あ
る
。ま
た
、医
学
、看
護
学
は
、医
療
に
応
用
可
能
な
メ
デ
ィ
カ
ル
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
も
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
。本
学
は
、「
地
域
に
支
え
ら
れ
、世
界
に
挑
戦

す
る
大
学
」と
し
て
、今
後
さ
ら
に
大
き
な
活
躍
の
場
が
期
待
さ
れ
て
お
り
、発
展
を
心

か
ら
祈
っ
て
い
る
。

（
参
考
文
献　

遠
山
敦
子
著　

こ
う
変
わ
る
学
校　

こ
う
変
わ
る
大
学　

講
談
社
２
０
０
４
、滋
賀
医
科
大
学

が
地
域
に
及
ぼ
す
経
済
効
果
分
析
調
査
報
告
書　

平
成
25
年
12
月　

し
が
ぎ
ん
経
済
文
化
セ
ン
タ
ー
）
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も
求
め
ら
れ
て
お
り
、医
学
と
医
療
を
結
び
付
け
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
は
じ
め
、医
学
教

育
に
対
す
る
抜
本
的
な
改
革
を
迫
ら
れ
て
い
る
。

　

研
究
に
お
い
て
は
、グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
っ
て
お
り
、国
際
的

な
共
同
研
究
を
展
開
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。２
０
１
３
年
度
に
は
、文
部
科
学

省
の
博
士
課
程
教
育
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に「
ア
ジ
ア
非
感
染
性
疾
患（
Ｎ
Ｃ
Ｄ
）

超
克
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」が
採
択
さ
れ
、ア
ジ
ア
疫
学
研
究
セ
ン
タ
ー
と
共
に
実
績
を
積
み

上
げ
、ア
ジ
ア
を
中
心
に
健
康
医
療
保
健
に
貢
献
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

　

ま
た
、現
在
ま
で
積
み
重
ね
て
き
た
研
究
実
績
は
、１
人
当
た
り
の
論
文
生
産
性
も

高
く
、さ
ら
に
、本
学
の
特
徴
を
生
か
し
、基
礎
・
臨
床
が
一
体
と
な
っ
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
グ

ル
ー
プ
で
新
し
い
発
想
の
も
と
に
展
開
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。特
に
、動
物
生
命
科

学
研
究
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
た
神
経
難
病
、免
疫
治
療
法
の
開
発
な
ど
に
期
待
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。

　

診
療
に
つ
い
て
は
、県
内
唯
一
の
医
科
大
学
と
し
て
、先
進
、先
端
医
療
を
積
極
的
に

推
進
し
、滋
賀
県
民
か
ら
頼
ら
れ
る
病
院
機
能
を
有
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

２
０
１
３
年
の「
頼
れ
る
病
院
ラ
ン
キ
ン
グ
」で
医
療
機
能
を
示
す
13
項
目
の
指
標
で
、

１
０
０
点
満
点
で
評
価
し
た
結
果
、全
国
１
，２
０
５
病
院
中
２
位（
98
点
）と
い
う
す

ば
ら
し
い
成
績
で
あ
っ
た
。ま
た
、心
臓
血
管
外
科
や
が
ん
の
特
殊
な
治
療
法
の
開
発
、

ダ
ヴ
ィ
ン
チ
サ
ー
ジ
カ
ル
シ
ス
テ
ム
Ｓ
ｉ
な
ど
の
先
進
的
な
医
療
も
活
発
に
行
わ
れ
て

お
り
、成
果
を
上
げ
て
い
る
。

　

地
域
医
療
再
生
計
画
と
し
て
、東
近
江
医
療
圏
に
お
い
て
、県
、国
立
病
院
機
構
、東

近
江
市
と
本
学
と
の
協
定
に
基
づ
い
て
、再
生
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。東
近
江
総
合

医
療
セ
ン
タ
ー
に
、総
合
内
科
学
講
座
、総
合
外
科
学
講
座
が
設
置
さ
れ
、ま
た
、各
科

の
協
力
に
よ
り
充
実
す
る
こ
と
が
で
き
た
。そ
し
て
、２
０
１
４
年
度
か
ら
家
庭
医
療

学
講
座
が
、蒲
生
医
療
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
実
践
活
動
す
る
こ
と
に
な
り
、地
域
に
お

け
る
医
療
機
関
と
の
連
携
に
よ
り
、新
た
な
総
合
診
療
医
や
家
庭
医
の
育
成
が
可
能

と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

附
属
病
院
の
６
１
４
床
で
、全
て
を
網
羅
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ
う
。地
域
病
院

と
連
携
し
、特
殊
な
領
域
は
そ
の
病
院
に
、教
育
、診
療
と
臨
床
研
究
が
可
能
な
講
座
を

置
き
、学
生
や
研
修
医
の
実
習
や
研
修
を
充
実
す
る
方
向
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

医
工
連
携
に
よ
る
産
学
連
携
は
、２
０
１
０
年
か
ら
地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
支

援
プ
ロ
グ
ラ
ム（
グ
ロ
ー
バ
ル
型
）に
採
択
さ
れ
、体
腔
鏡
手
術
ロ
ボ
テ
ッ
ク
技
術
や
超
微

量
生
体
標
本
分
析
技
術
が
開
発
さ
れ
、一
部
臨
床
応
用
さ
れ
て
い
る
。２
０
１
３
年
か
ら

年間の各活動における経済波及効果（単位：百万円） 

教育・
研究活動

教職員・
 学生の消費

その他の
活動 施設整備 合計

直接効果 

第１次波及効果 

第２次波及効果

合計（総合効果）

5,301 5,191 5,921 1,288 17,701

1,316 992 1,245 285 3,838

708 635 781 253 2,378

7,325 6,818 7,947 1,826 23,917

表2



−Special Article−−Special Article−

アジア疫学研究センター　センター長
三浦　克之

6S H I G A  I D A I  N E W S 　 v o l . 2 3

ア
ジ
ア
に
お
け
る
疫
学
研
究
拠
点
と
し
て
最
先
端
の
研
究
と

人
材
育
成
を
目
指
す

疫
学
と
は
ど
ん
な
学
問
分
野
か

　

疫
学（Epidem

iology

）と
は
人
間
集
団
を
対

象
に
、長
期
に
わ
た
る
観
察
を
行
っ
て
、病
気
の
原

因
や
対
策
を
明
ら
か
に
す
る
学
問
で
す
。

　

一
般
的
に
、病
気
の
原
因
は
マ
ウ
ス
な
ど
を

使
っ
た
動
物
実
験
や
、細
胞
実
験
で
明
ら
か
に

な
る
と
思
わ
れ
て
い
ま
す
が
、人
間
で
は
喫
煙

や
食
事
な
ど
の
環
境
要
因
や
、体
質
な
ど
の
遺

伝
要
因
が
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
い
る
た
め
、純

粋
な
動
物
実
験
の
結
果
を
そ
の
ま
ま
当
て
は
め

た
の
で
は
、正
し
く
原
因
を
突
き
止
め
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、「
血
圧
が
高
い
と
脳
卒
中
に
な
る
の

か
」と
い
っ
た
テ
ー
マ
を
決
め
て
、要
因
で
あ
る

「
血
圧
」と
疾
患「
脳
卒
中
」と
の
関
係
を
、人
間
集

団
を
対
象
に
調
査
す
る
こ
と
で
、人
間
に
対
す
る

影
響
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

疫
学
が
生
ま
れ
た
の
は
19
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス

で
、コ
レ
ラ
菌
が
発
見
さ
れ
る
30
年
ほ
ど
前
に
、当

時
ロ
ン
ド
ン
で
流
行
し
た
コ
レ
ラ
が
特
定
の
井
戸

水
に
よ
る
こ
と
を
、医
師
ジ
ョ
ン
・
ス
ノ
ウ
が
最
初

に
科
学
的
に
証
明
し
、そ
の
後
の
蔓
延
を
防
い
だ

こ
と
に
始
ま
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
初
、疫
学
は
あ
る
特
定
の
伝
染
病（
疫
病
）が

流
行
し
た
場
合
、そ
の
流
行
の
原
因
を
調
べ
、そ
の

原
因
を
除
去
す
る
こ
と
に
よ
り
、流
行
を
制
御（
＝

終
息
、予
防
）す
る
た
め
の
学
問
で
し
た
が
、時
代

と
と
も
に
伝
染
病
が
減
り
、脳
卒
中
、が
ん
、心
臓

病
、糖
尿
病
な
ど
の
非
伝
染
性
の
疾
病
が
増
加
す

る
に
し
た
が
っ
て
、こ
れ
ら
の
病
気
も
対
象
に
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、喫
煙
や
脂
肪
の
摂
り
過
ぎ
が
健
康
に

ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
と
い
っ
た
こ

と
な
ど
、１
９
５
０
年
代
以
降
に
欧
米
で
行
わ
れ

た
疫
学
研
究
で
た
く
さ
ん
の
こ
と
が
わ
か
っ
て

き
ま
し
た
。

　

あ
る
病
気
に
か
か
り
や
す
い
人
に
は
、ど
の
よ

う
な
体
質
、生
活
習
慣
、生
活
環
境
な
ど
の
特
徴
が

あ
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、適
切
に
予

防
す
る
方
法
が
わ
か
り
ま
す
し
、予
防
や
治
療
だ

け
で
な
く
、健
康
の
維
持
・
増
進
に
も
応
用
で
き
ま

す
。幅
広
い
病
気
の
原
因
を
探
求
し
て
、予
防
法
や

治
療
法
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、疫
学
は
医
学

で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
学
問
分
野
で
あ
る
と
言

え
ま
す
。

滋
賀
医
科
大
学
の
疫
学
研
究

　

滋
賀
医
科
大
学
で
は
こ
れ
ま
で
社
会
医
学
講

座
を
中
心
に
、日
本
の
生
活
習
慣
病
疫
学
研
究

に
お
い
て
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し

た
。日
本
を
代
表
す
る
循
環
器
コ
ホ
ー
ト
研
究（
＊
）

「N
IPPO

N
 DATA

」も
そ
の
一
つ
で
、全
国
か
ら
無

作
為
抽
出
さ
れ
た
３
０
０
地
区
の
国
民
を
対
象
と

し
た
こ
の
研
究
か
ら
得
ら
れ
た
エ
ビ
デ
ン
ス（
科

学
的
根
拠
）は
、「
健
康
日
本
21
」の
策
定
や
、日
本

動
脈
硬
化
学
会
の
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定
な
ど

に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
10
月
１
日
、生
活
習
慣
病
な
ど
に
関
す
る
大
規
模
な
情
報
を
集
積
・
分
析
し
て
、病
気
の
原

因
や
対
策
傾
向
を
探
る
日
本
初
の
疫
学
研
究
拠
点
と
し
て
、滋
賀
医
科
大
学
内
に「
ア
ジ
ア
疫
学
研
究

セ
ン
タ
ー
」が
開
所
し
ま
し
た
。

　

セ
ン
タ
ー
長
を
務
め
る
三
浦
克
之
社
会
医
学
講
座
公
衆
衛
生
学
部
門
教
授
に
、開
設
の
背
景
や
目

的
、今
後
の
展
望
に
つ
い
て
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

ア
ジ
ア
疫
学
研
究
セ
ン
タ
ー　

セ
ン
タ
ー
長　

三み

う

ら浦　

克か
つ
ゆ
き之
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前
任
の
上
島
弘
嗣
名
誉
教
授
が
主
任
研
究
者

を
務
め
た「N

IPPO
N

 DATA80/90

」で
は
、約

20
年
に
わ
た
り
約
２
万
人
以
上
の
国
民
健
康
・
栄

養
調
査
対
象
者
の
長
期
追
跡
調
査
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。現
在
も
厚
生
労
働
省
研
究
班「
社
会
的

要
因
を
含
む
生
活
習
慣
病
リ
ス
ク
要
因
の
解
明

を
目
指
し
た
国
民
代
表
集
団
の
大
規
模
コ
ホ
ー

ト
研
究
：N

IPPO
N

 DATA80/90/2010

」（
研

究
代
表
者
：
三
浦
克
之
）と
し
て
、実
施
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、わ
が
国
を
代
表
す
る
13
の
コ
ホ
ー
ト
研

究
が
参
加
す
る
コ
ホ
ー
ト
研
究
統
合
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト「EPO
CH

‐JAPAN

」で
は
、デ
ー
タ
管
理
事
務
局

と
し
て
20
万
人
に
及
ぶ
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
管
理
・

運
営
を
行
い
、日
本
人
の
総
死
亡
・
循
環
器
疾
患
死

亡
に
関
連
す
る
要
因
の
分
析
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、栄
養
と
血
圧
に
関
す
る
国
際
共

同
研
究「IN

TERM
A

P

」や
潜
在
性
動
脈
硬
化
比

較
研
究「ERA ‐JU

M
P

」、ア
ジ
ア
太
平
洋
疫
学

共
同
研
究「A

PCSC

」、東
ア
ジ
ア
脳
卒
中
研
究

「EA
N

S

」な
ど
、国
際
共
同
疫
学
研
究
で
も
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、「
滋
賀
動
脈
硬
化
疫
学
研
究SESSA
」や

「
高
島
研
究
」「
信
楽
研
究
」な
ど
、滋
賀
県
民
を
対

象
と
し
た
疫
学
研
究
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
滋
賀
動
脈
硬
化
疫
学
研
究
」は
、年
齢
層
ご
と
に

無
作
為
抽
出
さ
れ
た
40
～
79
歳
の
男
性
を
対
象

に
、潜
在
的
な
動
脈
硬
化
の
程
度
を
調
査
し
、そ

の
関
連
要
因
を
分
析
し
て
い
ま
す
。対
象
者
の
長

期
追
跡
も
開
始
し
、冠
動
脈
や
頸
動
脈
の
動
脈
硬

化
の
進
展
を
詳
し
く
観
察
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
調
査
は
、本
学
の
循
環
器
内
科
や
糖

尿
病
内
分
泌
内
科
、脳
神
経
外
科
の
ほ
か
、基
礎
医

学
部
門
な
ど
、多
く
の
研
究
者
が
関
わ
っ
て
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、平
成
24
年
度
か
ら
滋
賀
県
か
ら
の
委
託

事
業
と
し
て「
滋
賀
脳
卒
中
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
」が

学
内
に
開
設
さ
れ
、県
内
の
全
医
療
機
関
を
対
象

に
脳
卒
中
発
症
例
を
登
録
し
、脳
卒
中
発
生
状
況

や
予
後
の
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。生
死
や
後
遺

症
の
有
無
な
ど
を
追
跡
す
る
た
め
に
、現
在
、約

３
，０
０
０
例
が
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
し
て
集
積
さ

れ
て
い
ま
す
。

＊
コ
ホ
ー
ト
研
究
：
特
定
の
地
域
や
集
団
に
属
す
る
大
勢
の
対
象

者
を
長
期
に
わ
た
っ
て
追
跡
調
査
す
る
も
の
で
、疫
学
で
用
い

ら
れ
る
研
究
手
法
の
１
つ
。

ア
ジ
ア
疫
学
研
究
セ
ン
タ
ー
開
設
の
背
景

　

疫
学
研
究
で
は
大
規
模
な
人
間
集
団
に
対
す

る
長
期
間
の
調
査
が
必
要
と
な
る
た
め
、欧
米
で

は
膨
大
な
時
間
と
人
員
、資
金
が
投
入
さ
れ
て
き

ま
し
た
。こ
れ
に
対
し
て
、日
本
や
ア
ジ
ア
の
疫
学

研
究
は
大
き
く
後
れ
を
取
っ
て
お
り
、研
究
基
盤

を
強
固
な
も
の
と
す
る
た
め
、デ
ー
タ
や
生
体
試

料（
バ
イ
オ
バ
ン
ク
）を
安
全
に
管
理
で
き
る
施

設
の
整
備
や
、専
門
ス
タ
ッ
フ
の
育
成
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、本
学
に
お
い
て
も
同
様
に
、こ
れ
ま
で

蓄
積
し
て
き
た
資
料
や
電
子
デ
ー
タ
の
管
理
ス

ペ
ー
ス
や
、血
液
、尿
、遺
伝
子
な
ど
の
生
体
試
料

を
長
期
間
に
わ
た
っ
て
安
全
に
保
管
で
き
る
ス

ペ
ー
ス
に
加
え
、研
究
・
調
査
す
る
ス
ペ
ー
ス
も
十

分
で
は
な
く
、疫
学
研
究
の
た
め
の
リ
サ
ー
チ
ク

リ
ニ
ッ
ク（
診
察
室
、検
査
室
な
ど
）も
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

アジアにおける疫学研究拠点として
最先端の研究と人材育成を目指す

滋賀医科大学アジア疫学研究センター

開所式の模様
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こ
れ
ら
の
課
題
に
対
応
す
べ
く
、文
部
科
学
省

か
ら
補
助
を
受
け
、今
回
、大
学
構
内
に
本
セ
ン

タ
ー
が
開
所
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

新
設
さ
れ
た
３
階
建
て
延
べ
１
，３
６
０
平
方

メ
ー
ト
ル
の
セ
ン
タ
ー
に
は
、マ
イ
ナ
ス
80
度
で

生
体
試
料
を
保
存
す
る
保
管
室
や
デ
ー
タ
解
析
室

の
ほ
か
、地
域
住
民
の
協
力
を
得
て
問
診
や
検
査

な
ど
を
行
う
た
め
の
リ
サ
ー
チ
ク
リ
ニ
ッ
ク
、食

事
と
疾
患
と
の
関
係
を
調
べ
る
摂
食
試
験
用
の
食

堂
な
ど
を
備
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、膨
大
な
個
人
情
報
を
扱
う
た
め
、侵
入

者
や
情
報
漏
洩
を
防
ぐ
厳
し
い
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

対
策
が
導
入
さ
れ
て
お
り
、「
滋
賀
脳
卒
中
デ
ー
タ

セ
ン
タ
ー
」の
事
務
局
も
置
か
れ
て
い
ま
す
。

２
つ
の
研
究
分
野
と
教
育
を
目
標
に
掲
げ
て

　

当
セ
ン
タ
ー
は
、ア
ジ
ア
に
お
け
る
疫
学
研
究

の
拠
点
と
し
て
、循
環
器
疾
患
や
糖
尿
病
を
中
心

に
、各
種
疾
患
に
関
す
る
最
先
端
の
疫
学
研
究
や

国
際
共
同
疫
学
研
究
の
推
進
を
図
り
、ア
ジ
ア
を

中
心
と
す
る
国
際
共
同
疫
学
研
究
と
、滋
賀
を
基

盤
と
す
る
最
先
端
疫
学
研
究
と
い
う
２
つ
の
研
究

分
野
と
、生
活
習
慣
病
疫
学
の
専
門
家
育
成
の
た

め
の
大
学
院
・
社
会
人
教
育
の
推
進
を
目
標
と
し

て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、次
の
よ
う
な
目
標
に
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

･
国
際
共
同
研
究
に
よ
っ
て
、ア
ジ
ア
に
お
け

る
循
環
器
疾
患
・
糖
尿
病
に
関
す
る
疫
学
的

エ
ビ
デ
ン
ス
を
明
ら
か
に
し
、ア
ジ
ア
各
国

の
生
活
習
慣
病
予
防
に
役
立
て
る
。

･
滋
賀
医
科
大
学
大
学
院
に
ア
ジ
ア
各
国
か
ら

の
留
学
生
を
受
け
入
れ
、ア
ジ
ア
各
国
で
今

後
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
生
活
習
慣
病

疫
学
専
門
家
を
輩
出
す
る
。

･
分
析
技
術
や
画
像
技
術
な
ど
の
最
先
端
科
学

技
術
を
用
い
た
疫
学
研
究
に
よ
り
、世
界
で

最
も
高
齢
化
が
進
ん
だ
日
本
か
ら
、世
界
に

先
ん
じ
た
エ
ビ
デ
ン
ス
を
発
信
す
る
。

･
産
学
連
携
の
最
先
端
疫
学
研
究
に
よ
り
、循

環
器
疾
患
・
糖
尿
病
予
防
の
た
め
の
新
規
技

術
開
発
を
推
進
す
る
。

･
滋
賀
医
科
大
学
か
ら
の
政
策
疫
学
研
究
の
エ

ビ
デ
ン
ス
を
、国
民
の
生
活
習
慣
病
予
防
対

策
に
役
立
て
る
。

･
最
先
端
疫
学
研
究
を
通
し
た
大
学
院
教
育
、

社
会
人
教
育
に
よ
り
、医
療
関
連
職
種
、行
政

職
、企
業
研
究
者
と
し
て
活
躍
す
る
生
活
習

慣
病
疫
学
専
門
家
を
育
成
、そ
れ
ぞ
れ
の
分

野
で
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
人
材
を
輩
出
す
る
。

　

ア
ジ
ア
の
多
く
の
国
々
で
は
、生
活
習
慣
の
欧
米

化
な
ど
に
よ
っ
て
生
活
習
慣
病
が
増
え
て
い
ま
す

が
、循
環
器
疾
患
や
糖
尿
病
な
ど
の
発
生
状
況
や
、

そ
の
原
因
と
な
る
生
活
習
慣
や
遺
伝
要
因
に
つ
い

て
は
ま
だ
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。今
後
、高

齢
化
が
進
む
ア
ジ
ア
諸
国
に
お
い
て
、日
本
で
培
わ

れ
た
疫
学
研
究
の
経
験
と
技
術
が
、疾
病
予
防
や
健

康
寿
命
の
延
伸
に
必
ず
役
に
立
つ
は
ず
で
す
。

　

ま
た
、世
界
で
最
も
高
齢
化
が
進
ん
だ
日
本
が

発
信
す
る
研
究
成
果
に
、世
界
中
の
研
究
者
か
ら

も
注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
す
る
専
門
家
を
育
成

　

こ
れ
ま
で
の
疫
学
研
究
で
蓄
積
さ
れ
た
デ
ー

タ
や
人
的
資
源
、ア
ジ
ア
疫
学
研
究
セ
ン
タ
ー
と

い
う
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
を
活
用
し
た
人
材
育
成
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、「
ア
ジ
ア
非
感
染
性
疾
患（
Ｎ

Ｃ
Ｄ
）（
＊
）
超
克
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」が
、文
部
科
学
省

の
平
成
25
年
度
博
士
課
程
教
育
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

滋賀脳卒中データセンターの事務局

リサーチクリニック
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プ
ロ
グ
ラ
ム
に
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
本
お
よ
び
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
医
療
従
事
者

や
行
政
官
、健
康
・
医
療
関
連
企
業
の
ス
タ
ッ
フ

な
ど
、博
士
課
程
で
学
ぶ
人
材
を
集
め
て
、長
年

に
わ
た
る
研
究
実
績
と
ア
ジ
ア
疫
学
研
究
セ
ン

タ
ー
と
い
う
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
を
最
大
限
に
活
用

し
て
、疫
学
研
究
や
予
防
医
学
、公
衆
衛
生
の
分

野
で
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
で
き
る
リ
ー
ダ
ー
を

育
成
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。平
成
26
年
10
月

か
ら
、大
学
院
で
の
教
育
が
ス
タ
ー
ト
す
る
予
定

で
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
主
催
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

博
士
論
文
発
表
の
機
会
と
し
、世
界
基
準
の
学
位

審
査
を
行
う
こ
と
や
、英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
重
視
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、欧
米
・
ア
ジ
ア
の

提
携
校
や
研
究
機
関
、行
政
機
関
、健
康
関
連
企
業

に
お
け
る
研
修
制
度
の
ほ
か
、医
学
系
、看
護
系
、

人
文
系
教
員
を
含
む
全
学
を
あ
げ
た
教
育
体
制
、

奨
学
金
制
度
を
設
け
て
ア
ジ
ア
の
各
国
か
ら
の
留

学
を
受
け
入
れ
て
い
く
と
い
っ
た
こ
と
が
特
徴
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
初
め
て
の
疫
学
研
究
拠
点
と
し
て
、こ

れ
か
ら
世
界
に
向
け
て
発
信
で
き
る
疫
学
的
エ

ビ
デ
ン
ス
の
創
出
を
続
け
て
い
く
こ
と
で
、日
本

の
み
な
ら
ず
ア
ジ
ア
各
国
の
生
活
習
慣
病
の
予

防
に
役
立
つ
成
果
を
あ
げ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。ま
た
、教
育
を
通
し
て
疫
学
研
究
や

予
防
医
学
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
に

活
躍
で
き
る
人
材
の
育
成
に
取
り
組
み
、21
世
紀

の
健
康
問
題
の
核
心
的
課
題
で
あ
る
Ｎ
Ｃ
Ｄ
の

解
決
と
、健
康
寿
命
の
延
伸
に
寄
与
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

＊
非
感
染
性
疾
患（
Ｎ
Ｃ
Ｄ
：N

on-Com
m

unicable D
isease

）：

が
ん
、脳
心
血
管
疾
患
、お
よ
び
そ
の
危
険
因
子
で
あ
る
糖
尿
病
・

高
血
圧
・
脂
質
異
常
症
な
ど
の
生
活
習
慣
病
。

アジアにおける疫学研究拠点として
最先端の研究と人材育成を目指す

滋賀医科大学 アジア疫学研究センター
わが国初の疫学研究拠点

ホーチミン医科薬科大学、
バングラディシュ循環器センター、
台湾大学、北京大学、
北京Union医科大学、
中国疾病管理センター、
韓国ヨンセイ大学、
コリア大学、
香港大学、
ハルビン医科大学、
モンゴル医科大学、等

アジア諸国の
研究機関 ピッツバーグ大学、

ノースウェスタン大学、
ロンドン大学、ハワイ大学。
シドニー大学、オレゴン大学、
ジョンスホプキンス大学、
ベルギー・リューベン大学、
ノースカロライナ大学、
ミネソタ大学、等

欧米諸国の研究機関

慶應義塾大学、東京大学、
東北大学、九州大学、
国立健康栄養研、等、多数　

国内の共同研究機関

（国、地方自治体、保健所）
厚生労働省研究班

行政機関

　（医療機器、食品、製薬、
 健康関連産業、等）

民間企業

共
同
研
究・研
究
者
交
流

活
用・併
任

アジア疫学研究センター
センター長

運営委員会

アジアを中心とする
国際共同疫学
研究分野

（国際共同研究部門）

地域を基盤とする
最先端疫学
研究分野

（最先端疫学部門）

海外からの実績ある疫学研究者等を教員として配置

生活習慣病疫学専門家
養成のための

大学院・社会人教育分野

滋賀医科大学大学院（博士課程）

社会医学系各講座
（公衆衛生学・医療統計学）

臨床医学系各講座
（内科学、脳神経外科学、
放射線医学、家庭医療学、等）

学内各研究センター
基礎医学系各講座

共
同
研
究

研
究・研
修

循環器疾患・糖尿病を中心とした疫学研究を、アジアの拠点となって推進
本学における研究・教育の最大の特徴の一つに位置づけ

外部評価委員会
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免
疫
抑
制
物
質
を
吸
着
す
る
が
ん
治
療
用
カ
ラ
ム
の
研
究
開
発

戦
略
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

創
出
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
採
択

　

戦
略
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
推
進
プ
ロ
グ

ラ
ム
と
は
、大
学
と
企
業
の
連
携
を
通
し
て
大
学

等
の
研
究
成
果
の
実
用
化
を
促
進
し
、イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
創
出
を
目
指
す
も
の
で
、「
革
新
的
医

療
を
実
現
す
る
た
め
の
バ
イ
オ
機
能
材
料
の
創

製
」を
研
究
開
発
テ
ー
マ
に
、平
成
24
年
度
は
44

件
の
応
募
の
中
か
ら
、私
た
ち
が
取
り
組
ん
で
い

る「
悪
性
腫
瘍
の
縮
小
が
で
き
る
癌
治
療
用
カ
ラ

ム
の
開
発
」を
含
む
８
件
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

が
ん
細
胞
は
免
疫
を
抑
制
す
る
Ｔ
Ｇ
Ｆ
‐
β

（
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
増
殖
因
子
‐
β
）を
分

泌
し
て
、Ｔ
ｒ
ｅ
ｇ
（
制
御
性
Ｔ
細
胞
）を
誘
導
す

る
こ
と
で
、Ｎ
Ｋ
細
胞
や
キ
ラ
ー
細
胞
が
が
ん
細

胞
を
攻
撃
す
る
の
を
妨
げ
る
ほ
か
、免
疫
を
抑
制

す
る
こ
と
に
よ
り
抗
が
ん
剤
に
よ
る
治
療
の
効

果
も
低
下
さ
せ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

健
康
な
人
の
血
液
中
に
も
存
在
す
る
Ｔ
Ｇ
Ｆ
‐

β
は
、免
疫
作
用
を
調
整
す
る
重
要
な
物
質
で
す

が
、が
ん
の
進
行
に
伴
っ
て
異
常
に
増
え
、が
ん

細
胞
の
増
殖
を
助
け
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
研
究
は
、血
液
透
析
の
よ
う
な
方
法

で
Ｔ
Ｇ
Ｆ
‐
β
な
ど
の
免
疫
抑
制
物
質
を
吸
着
し

て
取
り
除
き
、再
び
体
内
に
戻
す
体
外
循
環
カ
ラ

ム
で
、免
疫
抑
制
の
状
態
を
改
善
し
て
が
ん
を
治

療
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

こ
の
研
究
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
は
、東
レ
株
式
会

社
で
長
年
、高
分
子
化
学
の
研
究
に
取
り
組
ん
で

こ
ら
れ
た
寺
本
和
雄
特
任
講
師
で
す
。同
社
を
退

職
後
、当
研
究
室
で
こ
の
カ
ラ
ム
を
実
用
化
す
る

た
め
、現
在
は
担
が
ん
ラ
ッ
ト
を
使
っ
て
、最
も

効
率
よ
く
免
疫
抑
制
物
質
を
除
去
す
る
吸
着
材

の
特
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

当
初
は
Ｔ
Ｇ
Ｆ
‐
β
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
て
こ

　

Ｊ
Ｓ
Ｔ（
独
立
行
政
法
人
科
学
技
術
振
興
機
構
）の「
戦
略
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
Ｓ
ー
イ
ノ
ベ
）」に
、小
笠
原
一
誠
教
授
が
研
究
代
表
を
務
め
て
、東
レ
株
式
会
社
と
共
同
研
究
を
進
め

る「
Ｌ
Ａ
Ｐ
陽
性
制
御
性
Ｔ
細
胞
お
よ
び
Ｔ
Ｇ
Ｆ-

β
に
対
す
る
選
択
除
去
材
の
創
製
お
よ
び
癌
の
革

新
的
治
療
法
へ
の
応
用
」が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。平
成
24
年
度
か
ら
平
成
31
年
度
ま
で
、８
年
度
に
わ
た

り
研
究
開
発
を
行
う
予
定
で
す
。

　
　

病
理
学
講
座
疾
患
制
御
病
理
学
部
門　

教
授　

小お
が
さ
わ
ら

笠
原　

一か
ず
ま
さ誠

ラットを使って免疫抑制物質を除去する吸着材を特定する実験が進められている。
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れ
を
除
く
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
し
た
が
、研

究
を
繰
り
返
す
過
程
で
が
ん
の
ま
わ
り
に
い
る

Ｔ
ｒ
ｅ
ｇ
を
よ
く
吸
着
す
る
こ
と
が
わ
か
り
、Ｔ

ｒ
ｅ
ｇ
の
数
を
減
ら
す
と
が
ん
細
胞
の
破
壊
が

進
む
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、本
学
の
外
科
学
講
座
と
連
携
し
て
、が

ん
患
者
さ
ん
の
腹
水
を
カ
ラ
ム
に
通
し
て
み
た

と
こ
ろ
、非
常
に
効
率
よ
く
腹
水
の
中
の
Ｔ
ｒ
ｅ

ｇ
を
減
ら
せ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

メ
リ
ッ
ト
は
低
価
格
で
扱
い
や
す
い
こ
と

　

吸
着
材
は
繊
維
を
材
料
と
す
る
も
の
で
、製
造

コ
ス
ト
が
安
く
、実
用
化
し
や
す
い
こ
と
が
最
大

の
メ
リ
ッ
ト
で
す
。よ
く
似
た
発
想
で
、抗
体
で

Ｔ
ｒ
ｅ
ｇ
を
吸
着
す
る
研
究
も
行
わ
れ
て
い
ま

す
が
、抗
体
は
タ
ン
パ
ク
質
な
の
で
滅
菌
が
難
し

く
、長
期
保
存
も
困
難
で
製
作
費
用
も
か
か
り
ま

す
。繊
維
素
材
な
ら
高
圧
蒸
気
滅
菌
で
き
る
の
で

取
り
扱
い
や
す
く
、長
期
保
存
が
可
能
で
製
造
コ

ス
ト
も
抗
体
に
比
べ
る
と
抑
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

抗
が
ん
剤
の
よ
う
に
投
与
す
る
も
の（
足
し

算
）で
は
な
く
、む
し
ろ
体
内
に
あ
る
悪
い
も
の

を
引
き
算
す
る
の
で
、安
全
性
さ
え
確
認
で
き
れ

ば
問
題
な
く
使
用
で
き
る
こ
と
か
ら
、開
発
・
実

用
化
も
短
い
ス
パ
ン
で
可
能
で
す
。

　

抗
が
ん
剤
な
ど
に
比
べ
る
と
副
作
用
も
少
な

い
の
で
は
な
い
か
と
予
測
し
て
い
ま
す
が
、こ
れ

に
つ
い
て
は
、今
後
臨
床
試
験
に
よ
っ
て
明
ら
か

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

１
回
の
治
療
で
２
週
間
く
ら
い
効
果
を
維
持

で
き
る
の
で
、治
療
の
負
担
も
そ
れ
ほ
ど
大
き
く

な
い
う
え
、抗
が
ん
剤
治
療
と
併
用
す
る
こ
と

で
、抗
が
ん
剤
治
療
の
効
果
を
上
げ
た
り
、抗
が

ん
剤
の
量
を
減
ら
し
た
り
で
き
る
の
で
は
な
い

か
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

実
用
化
で
広
が
る
が
ん
治
療
の
選
択
肢

　

研
究
ス
テ
ー
ジ
Ⅰ
が
終
わ
る
平
成
26
年
度
で

製
品
化
す
る
吸
着
材
を
決
定
し
た
後
、実
用
化
に

向
け
て
製
造
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。ま
た
、カ

ニ
ク
イ
ザ
ル
を
使
っ
た
性
能
と
安
全
性
の
確
認

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ス
テ
ー
ジ
Ⅱ
で
は
、体
外
循
環
吸
着
除
去
法
に

抗
が
ん
剤
を
加
え
た
治
療
で
、抗
が
ん
剤
治
療
の

効
果
を
上
げ
る
組
み
合
わ
せ
治
療
の
有
効
性
を

確
認
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

そ
し
て
安
全
性
の
確
認
を
十
分
行
っ
た
う
え

で
、ス
テ
ー
ジ
Ⅲ
で
治
療
効
果
の
判
定
の
臨
床
試

験
を
行
っ
て
、そ
の
後
、実
用
化
に
着
手
す
る
予

定
で
す
。

　

現
在
本
学
で
は
、世
界
で
初
め
て
と
な
る
サ
ル

の
が
ん
モ
デ
ル
を
製
作
中
で
、そ
れ
が
で
き
れ
ば

よ
り
ヒ
ト
に
近
い
サ
ル
で
、Ｔ
Ｇ
Ｆ
‐
β
お
よ
び

Ｔ
ｒ
ｅ
ｇ
を
除
去
す
る
効
果
が
確
認
で
き
、実
用

化
に
向
け
て
弾
み
が
つ
き
ま
す
。

　

こ
の
治
療
法
の
実
用
化
に
よ
っ
て
、が
ん
治
療

の
選
択
肢
が
広
が
る
こ
と
で
、少
し
で
も
患
者
さ

ん
に
希
望
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、研
究

を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

免疫抑制物質を吸着するがん治療用カラムの研究開発

＊特異性が低い：この場合繊維素材を吸着材に用いると、
TGF-βやTreg以外のものを吸着したり、逆にTGF-βやTregの
吸着がもれたりするということ。

[抗体を用いた除去法との比較]

繊維素材を用いた除去法
（化学・物理修飾法）

メリット ・低価格　・滅菌が容易
・長期使用が可能

デメリット ・特異性が低い

抗体を用いた除去法
（タンパク結合法）

メリット ・特異性が高い

デメリット ・高価　・滅菌が困難
・有効期限が限られる

小笠原教授と寺本和雄特任講師

癌と免疫細胞（コンセプト）
癌細胞はTGF-βを分泌し、Tregを誘導

Tregはキラー細胞やNK細胞の
抗腫瘍活性を阻害

Tregの数を減らせば、
癌細胞の破壊が進む。

Treg

NK細胞

キラー細胞

キラー細胞

NK細胞

TGF-β

抗体
or

対外循環カラム

TGF-β
Treg

癌細胞癌細胞

癌細胞癌細胞
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遠山　育夫
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分
子
神
経
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
設
立
25
周
年
に
寄
せ
て

神
経
難
病
の
解
明
を
目
指
し
た
25
年
の
あ
ゆ
み

　

分
子
神
経
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
の
前
身
で
あ

る
分
子
神
経
生
物
学
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、「
先
端

技
術
を
用
い
た
分
子
神
経
生
物
学
の
研
究
を
通

し
て
基
本
的
生
命
現
象
の
解
明
と
難
治
性
疾
患

の
治
療
・
予
防
等
に
資
す
る
研
究
を
行
う
」こ
と

を
目
的
に
、10
年
の
時
限
付
き
で
平
成
元
年
に
設

立
さ
れ
ま
し
た
。

　

木
村
宏
前
セ
ン
タ
ー
長
と
、当
時
助
手
で
あ
っ

た
私
の
２
人
で
神
経
形
態
学
部
門
を
ス
タ
ー
ト

し
、設
立
後
間
も
な
く
企
業
に
よ
る
寄
附
部
門
を

開
設
す
る
な
ど
、産
学
官
連
携
に
も
力
を
注
ぎ
、

少
し
ず
つ
規
模
を
拡
大
し
て
き
ま
し
た
。ま
た
、

外
国
人
教
員
の
採
用
や
、海
外
か
ら
の
留
学
生
や

研
究
者
の
受
け
入
れ
、海
外
研
究
機
関
と
の
共
同

研
究
な
ど
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
し
た
。

　

そ
の
間
、ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
病
因
解
明
に

つ
な
が
る
脳
内
免
疫
炎
症
の
研
究
や
ア
セ
チ
ル
コ

リ
ン
合
成
酵
素
の
新
し
い
サ
ブ
タ
イ
プ
の
発
見
を

は
じ
め
と
す
る
、多
く
の
研
究
業
績
を
あ
げ
て
き

ま
し
た
。

　

本
学
の
吉
川
隆
一
前
学
長
が
、開
学
30
周
年
の

時
に
滋
賀
医
科
大
学
か
ら
発
表
さ
れ
た
論
文
の
引

用
数
を
調
査
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。そ
の
時

に
、本
学
か
ら
発
表
さ
れ
た
論
文
の
中
で
最
も
多

く
引
用
さ
れ
て
い
た
の
が
、木
村
前
セ
ン
タ
ー
長

が
平
成
４
年
に
発
表
し
た「
一
酸
化
窒
素
作
動
性

神
経
の
脳
内
分
布
図
」の
論
文
で
、１
，３
２
１
回

も
参
考
文
献
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
成
果
を
受
け
て
、平
成
11
年
に
分
子

神
経
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
に
改
組
し
、定
員
も
６

名
か
ら
客
員
教
授
１
名
を
含
め
10
名
に
増
員
さ
れ

ま
し
た
。そ
の
後
、平
成
16
年
に
代
謝
情
報
制
御
分

野
が
、Ｍ
Ｒ
医
学
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
と
し
て
独

立
し
、定
員
８
名（
客
員
１
名
を
含
む
）に
な
り
ま

し
た
。こ
の
年
か
ら
、当
セ
ン
タ
ー
主
催
の
国
際
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
す
る
よ
う
に
な
り
、こ
れ
ま

で
に
17
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
に
設
立
か
ら
２
回
目
の
時
限
を
迎

え
、全
学
的
に
神
経
難
病
研
究
者
が
結
集
で
き
る

よ
う
な
新
し
い
仕
組
み
を
作
る
た
め
、翌
21
年
に

は
神
経
難
病
研
究
推
進
機
構
・
分
子
神
経
科
学
研

　

滋
賀
医
科
大
学
に
分
子
神
経
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー（
分
子
神
経
生
物
学
研
究
セ
ン
タ
ー
）が
設
立
さ

れ
て
、今
年
で
25
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

設
立
当
初
か
ら
研
究
に
従
事
し
、平
成
22
年
か
ら
セ
ン
タ
ー
長
を
務
め
る
遠
山
育
夫
教
授
に
セ
ン

タ
ー
の
こ
れ
ま
で
の
歩
み
と
、今
後
の
展
望
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　

分
子
神
経
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー　

セ
ン
タ
ー
長　

遠と
お
や
ま山　

育い

く

お夫

設立当初のスタッフ。木村前センター長（前列右）と遠山センター長（前列右から2人目）
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究
セ
ン
タ
ー
と
し
て
改
組
さ
れ
、「
神
経
難
病
研
究

を
全
面
に
打
ち
出
し
、サ
ル
を
用
い
た
研
究
な
ど

滋
賀
医
大
の
特
色
を
活
か
し
た
組
織
」と
し
て
新

た
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

こ
の
25
年
間
を
振
り
返
る
と
、他
の
大
学
や
研

究
機
関
か
ら
も
多
く
の
方
々
が
来
訪
さ
れ
ま
し

た
。２
０
０
名
以
上
が
共
同
研
究
に
携
わ
り
、約
60

名
の
方
が
こ
の
分
子
神
経
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
で

行
っ
た
研
究
で
学
位
を
取
得
さ
れ
ま
し
た
。

５
つ
の
研
究
分
野
に
つ
い
て

　

現
在
、当
セ
ン
タ
ー
は
神
経
難
病
病
因
学
分
野

（
神
経
難
病
を
知
る
）、神
経
難
病
診
断
学
分
野（
神

経
難
病
を
見
つ
け
る
）、神
経
難
病
治
療
学
分
野

（
神
経
難
病
を
治
す
）、認
知
症
研
究
分
野（
認
知
症

を
解
決
す
る
）、神
経
難
病
モ
デ
ル
サ
ル
開
発
分
野

（
神
経
難
病
を
作
る
）の
５
分
野
か
ら
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

神
経
難
病
病
因
学
分
野
で
は
、「
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
病
の
分
子
病
態
に
関
す
る
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病

の
原
因
物
質
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
ア
ミ
ロ
イ
ド

β
ペ
プ
チ
ド（
A
β
）の
生
成
に
関
連
す
る
、細
胞

内
γ
セ
レ
ク
タ
ー
ゼ
活
性
の
制
御
メ
カ
ニ
ズ
ム

の
解
明
に
取
り
組
み
、加
齢
と
と
も
に
γ
セ
レ
ク

タ
ー
ゼ
活
性
が
進
み
脳
に
A
β
が
蓄
積
さ
れ
や
す

く
な
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

神
経
難
病
診
断
学
分
野
で
は
、ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
病
Ｍ
Ｒ
画
像
診
断
薬
の
開
発
に
取
り
組
み
、

２
３
０
種
以
上
の
化
合
物
を
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

し
て
、有
望
な
34
種
の
新
規
化
合
物
を
特
許
出
願

し
ま
し
た
。そ
の
中
の
一
つ「Shiga-Y5

」は
、先

行
薬
の
10
倍
以
上
の
強
い
フ
ッ
素
Ｎ
Ｍ
Ｒ
信
号

を
出
す
も
の
で
、ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
モ
デ
ル
マ

ウ
ス
で
老
人
斑
の
画
像
化
に
成
功
し
ま
し
た
。ア

ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
画
像
診
断
法
の
開
発
競
争

が
世
界
的
に
進
む
中
で
、フ
ッ
素
Ｍ
Ｒ
画
像
と
い

う
次
世
代
画
像
技
術
に
よ
る
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

病
診
断
薬
と
し
て
、実
用
化
に
向
け
た
期
待
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、当
セ
ン
タ
ー
で
は
Ｍ
Ｒ
Ｉ
や
Ｐ
Ｅ
Ｔ

の
よ
う
な
高
額
な
検
査
機
器
を
用
い
ず
、よ
り
簡

便
に
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
を
診
断
す
る
方
法
と
し

て
、鼻
腔
サ
ン
プ
ル
に
着
目
し
ま
し
た
。鼻
腔
は
脳

底
部
の
骨
を
境
に
脳
と
近
接
し
て
い
る
た
め
、鼻

腔
に
入
れ
た
薬
剤
は
血
液
脳
関
門
を
通
ら
ず
、直

接
脳
に
入
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。逆
に
脳

内
の
物
質
が
鼻
腔
に
漏
れ
出
て
く
る
可
能
性
も
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
仮
説
を
立
て
、ア
ル
ツ

ハ
イ
マ
ー
病
遺
伝
子
改
変
マ
ウ
ス
の
鼻
粘
膜
を
測

定
し
て
、脳
内
の
A
β
の
蓄
積
と
の
関
係
を
検
討

し
た
結
果
、ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
診
断
に
お
い

て
簡
便
な
ツ
ー
ル
に
な
り
う
る
可
能
性
が
あ
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　

神
経
難
病
治
療
学
分
野
で
は
、筋
萎
縮
性
側
索

硬
化
症（
Ａ
Ｌ
Ｓ
）の
病
原
タ
ン
パ
ク
質
の
構
造
解

析
と
開
発
研
究
、孤
発
性
Ａ
Ｌ
Ｓ
の
新
規
病
態
関

連
タ
ン
パ
ク
質
Ｔ
Ｄ
Ｐ

− 

43
の
分
子
病
理
と
治
療

へ
の
応
用
に
つ
い
て
、さ
ま
ざ
ま
な
大
学
や
研
究

機
関
と
の
共
同
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、神
経
難
病
モ
デ
ル
サ
ル
開
発
分
野
で
は
、

分子神経科学研究センター設立25周年に寄せて

25周年記念シンポジウム集合写真

同センターが研究開発したアルツハイマー病MR画像診断薬の１
つ「Shiga-Y5」の構造式。先行薬の10倍以上の強いフッ素NMR信
号を出し、アルツハイマー病モデルマウスの老人班に結合すると、
特徴的な蛍光を発する。

25周年記念シンポジウムで発言する遠山センター長
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滋
賀
医
科
大
学
の
特
色
の
一
つ
で
あ
る
カ
ニ
ク
イ

ザ
ル
を
使
っ
て
、よ
り
ヒ
ト
に
近
い
神
経
難
病
の
モ

デ
ル
サ
ル
を
開
発
し
て
、病
態
解
明
や
治
療
法
の
確

立
に
役
立
て
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

新
し
い
動
き
と
今
後
の
展
望

　

平
成
24
年
度
は
、新
し
く
５
件
の
科
学
研
究
費

補
助
金（
代
表
の
み
）を
獲
得
し
、継
続
分
と
あ
わ

せ
て
計
10
件
の
研
究
を
実
施
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

協
定
校
で
あ
る
マ
レ
ー
シ
ア
国
民
大
学
医
学
部
生

化
学
教
室
の
マ
ズ
ラ
ン
教
授
と
共
同
提
案
し
て
い

た「
高
齢
者
に
お
け
る
認
知
機
能
に
関
す
る
基
礎
研

究
」が
、マ
レ
ー
シ
ア
高
等
教
育
省
か
ら
４
年
間
の

助
成
を
得
て
、国
際
共
同
研
究
も
始
ま
り
ま
し
た
。

　

当
セ
ン
タ
ー
の
今
後
の
目
標
と
し
て
、次
の
３

つ
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

①
フ
ッ
素
Ｍ
Ｒ
画
像
診
断
法
や
神
経
難
病
モ
デ
ル

サ
ル
の
開
発
な
ど
の
先
端
的
な
研
究
を
す
る

こ
と
。

②「
鼻
腔
サ
ン
プ
ル
に
よ
る
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病

の
診
断
法
」や「
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
画
像
診

断
薬
」、「
Ａ
Ｌ
Ｓ
の
免
疫
療
法
」の
開
発
な
ど
、

診
断
や
治
療
に
役
立
つ
成
果
を
出
す
こ
と
。

③
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
の
基
盤
と
な
る
基
礎
研
究
を

重
視
し
、し
っ
か
り
し
た
研
究
成
果
を
創
っ
て

い
く
こ
と
。

　

高
齢
化
を
迎
え
た
日
本
で
は
、認
知
症
を
は
じ

め
と
す
る
神
経
難
病
患
者
数
が
増
加
の
一
途
を
た

ど
っ
て
い
ま
す
。当
セ
ン
タ
ー
で
は
、動
物
生
命
科

学
研
究
セ
ン
タ
ー
や
Ｍ
Ｒ
医
学
総
合
研
究
セ
ン

タ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
学
内
の
組
織
や
、国
内
外

の
研
究
組
織
と
活
発
な
共
同
研
究
を
行
い
、神
経

研
究
の
活
性
化
と
世
界
レ
ベ
ル
の
貢
献
を
目
指

し
、神
経
難
病
の
解
決
に
向
け
て
研
究
を
推
進
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
10
月
４
日
、当
セ
ン
タ
ー
に
ゆ
か
り

の
あ
る
70
名
を
越
え
る
方
々
に
集
ま
っ
て
い
た
だ

き
、25
周
年
を
祝
う
式
典
を
盛
大
に
行
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。こ
こ
か
ら
巣
立
っ
て
行
か
れ
た
多

く
の
方
々
が
各
地
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
、

大
い
に
励
ま
さ
れ
ま
し
た
。

　

セ
ン
タ
ー
長
と
し
て
の
私
の
願
い
は
、と
に
か

く
研
究
を
好
き
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で

す
。う
ま
く
い
か
な
い
時
も
、な
か
な
か
結
果
が
見

え
な
く
て
辛
い
思
い
を
す
る
時
も
あ
る
で
し
ょ
う

が
、特
に
若
い
研
究
者
の
み
な
さ
ん
に
は
、自
由
な

発
想
で
大
い
に
楽
し
ん
で
研
究
に
取
り
組
ん
で
ほ

し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、こ
の
セ
ン
タ
ー
の
研
究
は
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
を
必
要
と
し
ま
す
の
で
、〝
一
人
は
み
ん
な

の
た
め
に
、み
ん
な
は
一
人
の
た
め
に
〟と
い
う
気

持
ち
を
忘
れ
ず
、良
い
雰
囲
気
の
中
で
互
い
に
切

磋
琢
磨
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

海外の研究者や留学生を積極的に受け入れている。

現在のスタッフ。外国人の研究者も多く在籍する。
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分子神経科学研究センター設立25周年に寄せて

沿　革
1989年 分子神経生物学研究センター設立

神経形態学部門開設
1991年 神経化学部門開設
1992年 分子神経生物学研究センター竣工
1993年 生体機能学部門開設
1999年 分子神経科学研究センター設立（分子神経生物学研究センターを改組）

５研究部門開設
2004年 代謝情報制御部門がMR医学総合研究センターとして分離独立し４部門化
2009年 神経難病研究推進機構・分子神経科学研究センター５研究部門として改組

センター長　木村　宏教授
2010年 センター長　遠山育夫教授
2011年 神経難病再生学分野を認知症研究分野に改組

共同研究

神経難病研究推進機構
滋賀医科大学の得意分野を融合し、神経難病モデルサルを利用した

神経難病の病因解明と画期的な診断・治療法を開発し、神経難病の克服に寄与する

連携 連携

動物生命科学
研究センター

MR医学総合
研究センター

パートナー講座 パートナー講座

国外研究機関 国内研究機関

神経難病を教える
大学院教育・研究

神経難病を知る
神経難病病因学分野

神経難病の病因解明

神経難病を見つける
神経難病診断学分野
神経難病の
画像診断法開発

神経難病を治す

神経難病の
進行阻止薬開発

神経難病治療学分野 認知症研究分野

認知症の研究に特化

認知症を解決する 神経難病を作る

神経難病の
モデルサルの開発

神経難病モデルサル
開発分野

国際共同研究

分子神経科学研究センター
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司会　滋賀医科大学理事　　　谷川　成美
　　　滋賀医科大学学長補佐　尾松　万里子

麻酔科　　　　　助教　小嶋　亜希子
眼　科　　　　　講師　村木　早苗
臨床看護学講座　講師　森本　明子
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第
一
回
滋
賀
医
科
大
学
女
性
研
究
者
賞

受
賞
者
を
囲
ん
で

女
性
研
究
者
支
援
の
一
環
と
し
て

女
性
研
究
者
賞
を
創
設

尾
松
　
本
日
は
、第
一
回
滋
賀
医
科
大
学
女
性
研

究
者
賞
を
受
賞
さ
れ
た
３
名
の
先
生
方
に
お
集
り

い
た
だ
き
ま
し
た
。こ
の
賞
は
、本
学
に
お
け
る
男

女
共
同
参
画
推
進
事
業
の
一
環
と
し
て
平
成
25
年

度
か
ら
創
設
さ
れ
た
も
の
で
す
。ま
ず
は
、受
賞
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

小
嶋
、村
木
、森
本
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

谷
川
　
本
学
で
は
、男
女
共
同
参
画
推
進
に
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、そ
も
そ
も
我
が
国

は
地
下
資
源
な
ど
が
少
な
く
、科
学
技
術
戦
略
を

国
家
戦
略
と
し
て
い
ま
す
。平
成
８
年
に
科
学
技

術
基
本
計
画
が
策
定
さ
れ
、現
在
第
４
期
ま
で
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、第
３
期
の
平
成
18
年
か
ら
、

女
性
研
究
者
の
活
躍
促
進
と
い
う
項
目
が
設
け
ら

れ
ま
し
た
。

　
国
の
支
援
と
し
て
、文
部
科
学
省
が
女
性
研
究

者
研
究
活
動
支
援
事
業
を
立
ち
上
げ
、本
学
は
平

成
24
年
度
に
採
択
さ
れ
ま
し
た
。尾
松
先
生
が
女

性
研
究
者
支
援
担
当
の
学
長
補
佐
と
し
て
各
事
業

を
進
め
て
お
ら
れ
、女
性
研
究
者
賞
を
創
設
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

尾
松
　
今
回
８
名
の
応
募
が
あ
り
、６
名
の
審
査

委
員
が
、代
表
論
文
を
中
心
と
し
た
過
去
の
研
究

業
績
や
学
会
に
お
け
る
活
動
な
ど
に
つ
い
て
厳
正

な
審
査
を
行
い
ま
し
た
。そ
の
結
果
、小
嶋
先
生
が

最
優
秀
賞
、村
木
先
生
と
森
本
先
生
が
優
秀
賞
、と

決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
初
め
に
各
先
生
の
研
究
に
つ
い
て
お
話
を
伺
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。ま
ず
、小
嶋
先
生
、先

生
の
研
究
課
題「
麻
酔
薬
の
心
筋
保
護
メ
カ
ニ
ズ

ム
に
つ
い
て
の
研
究
」に
つ
い
て
お
願
い
し
ま
す
。

小
嶋
　
臨
床
で
使
用
し
て
い
る
吸
入
麻
酔
薬
に
つ

い
て
の
研
究
で
す
。吸
入
麻
酔
薬
に
は
、麻
酔
作
用

だ
け
で
な
く
、虚
血
再
灌
流
傷
害
と
い
う
心
臓
が

虚
血
に
さ
ら
さ
れ
灌
流
が
再
開
し
た
際
の
傷
害
を

抑
え
る
作
用
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
以
前
か
ら
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。た
だ
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
す

べ
て
が
分
か
っ
て
い
る
訳
で
は
な
く
、大
学
院
の

時
か
ら
そ
れ
を
解
明
す
る
こ
と
を
テ
ー
マ
に
実
験

を
続
け
て
い
ま
し
た
。

　
マ
ウ
ス
の
心
筋
細
胞
を
用
い
て
、虚
血
再
灌
流

を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る
よ
う
な
操
作
を
加

え
て
、そ
れ
に
対
し
て
一
般
的
に
使
わ
れ
る
吸
入

麻
酔
薬
で
あ
る
セ
ボ
フ
ル
ラ
ン
が
、ど
の
よ
う
な

作
用
で
心
筋
細
胞
を
保
護
す
る
か
と
い
う
の
を
見

て
い
ま
す
。心
筋
細
胞
が
収
縮
す
る
に
は
カ
ル
シ

ウ
ム
イ
オ
ン
が
必
要
な
の
で
す
が
、過
剰
に
な
る

滋
賀
医
科
大
学
で
は
、平
成
24
年
度
に
採
択
さ
れ
た
文
部
科
学
省
科
学
技
術
人
材
育
成
費
補
助
事
業

「
女
性
研
究
者
研
究
活
動
支
援
事
業
」の
一
環
と
し
て
、優
秀
な
女
性
研
究
者
の
研
究
活
動
を
表
彰
す

る
こ
と
を
目
的
に
女
性
研
究
者
賞
を
創
設
い
た
し
ま
し
た
。

今
回
、最
優
秀
賞
と
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
た
３
名
の
女
性
研
究
者
に
、研
究
に
加
え
、臨
床
・
教
育
で
の

苦
労
、今
後
の
目
標
な
ど
に
つ
い
て
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

司
会　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　

谷た
に
が
わ川　

成し

げ

み美　

滋
賀
医
科
大
学
理
事

（
総
務
等
担
当
）

尾お

ま

つ松　

万ま

り

こ

里
子

滋
賀
医
科
大
学
学
長
補
佐

（
女
性
研
究
者
支
援
担
当
）

麻
酔
科　

助
教　

小こ

じ

ま嶋　

亜あ

き

こ

希
子

眼　

科　

講
師　

村む

ら

き木　

早さ

な

え苗　

臨
床
看
護
学
講
座　

講
師　

森も
り
も
と本　

明あ

き

こ子　
理事　谷川 成美
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と
逆
に
心
筋
細
胞
が
死
滅
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。こ
の
カ
ル
シ
ウ
ム
イ
オ
ン
が
過
剰
に
な
っ
て

い
る
状
態
を
セ
ボ
フ
ル
ラ
ン
が
抑
制
す
る
、と
い

う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

尾
松
　
虚
血
に
つ
い
て
、簡
単
に
ご
説
明
い
た
だ

け
ま
す
か
。

小
嶋
　
ど
の
臓
器
も
正
常
に
働
く
に
は
血
流
が

し
っ
か
り
保
た
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
が
、

虚
血
と
い
う
の
は
臓
器
に
血
流
が
行
か
な
く
な
っ

た
り
、血
流
量
が
減
っ
た
り
す
る
こ
と
で
す
。こ
の

虚
血
に
よ
っ
て
も
臓
器
に
傷
害
が
起
こ
り
ま
す

し
、虚
血
が
解
除
さ
れ
血
流
が
再
開
し
た
時
に
も

傷
害
が
発
生
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

尾
松
　
虚
血
再
灌
流
と
は
、血
流
が
止
ま
っ
た
後

に
も
う
一
度
流
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。そ
れ
で
は
、次
に
村
木
先

生
お
願
い
し
ま
す
。

村
木
　
私
は
色
覚
を
専
門
の
一
つ
と
し
て
い
ま
す
。

今
回
の「
杆
体
一
色
覚
で
見
出
さ
れ
た
網
膜
錐
体
ｃ

Ｇ
Ｍ
Ｐ
依
存
症
カ
チ
オ
ン
チ
ャ
ネ
ル
Ａ
３
サ
ブ
ユ

ニ
ッ
ト
の
ミ
ス
セ
ン
ス
変
異
の
機
能
的
解
析
」と
い

う
研
究
課
題
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。人
間
の
網
膜

に
は
、明
る
い
と
こ
ろ
で
機
能
す
る
錐
体
細
胞
と
暗

い
と
こ
ろ
で
機
能
す
る
杆
体
細
胞
の
２
種
類
が
あ

り
ま
す
。錐
体
細
胞
は
色
や
形
を
、杆
体
細
胞
は
明

暗
を
感
じ
る
細
胞
で
す
。杆
体
一
色
覚
は
、錐
体
細

胞
が
全
く
働
か
な
い
状
態
で
、症
状
と
し
て
は
色
が

全
く
識
別
で
き
な
い
ほ
か
、視
力
は
0.1
程
度
、明
る

い
と
こ
ろ
で
す
ご
く
眩
し
く
感
じ
た
り
し
ま
す
。発

症
頻
度
と
し
て
は
、数
十
万
人
に
１
人
と
い
わ
れ
て

い
る
く
ら
い
少
な
い
も
の
で
す
。

　
も
の
を
見
る
と
い
う
の
は
、光
が
網
膜
に
入
っ

た
あ
と
、電
気
信
号
と
し
て
脳
に
送
ら
れ
、も
の
と

し
て
感
じ
る
と
い
う
仕
組
み
で
す
。ｃ
Ｇ
Ｍ
Ｐ
は
、

光
を
受
け
入
れ
る
チ
ャ
ネ
ル
の
開
閉
の
役
割
を
果

た
し
て
い
ま
す
。チ
ャ
ネ
ル
を
介
し
て
イ
オ
ン
が

移
動
す
る
こ
と
で
電
気
信
号
が
生
じ
ま
す
。杆
体

一
色
覚
は
錐
体
細
胞
の
チ
ャ
ネ
ル
の
機
能
異
常
が

原
因
の
一
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
て
お
り
、チ
ャ
ネ

ル
の
状
態
と
ｃ
Ｇ
Ｍ
Ｐ
と
の
関
係
を
遺
伝
子
を

使
っ
て
確
認
し
ま
し
た
。

尾
松
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。そ
れ
で
は
、森

本
先
生
お
願
い
し
ま
す
。

森
本
　
私
の
研
究
課
題「
２
型
糖
尿
病
発
症
ま
で

の
イ
ン
ス
リ
ン
分
泌
能
・
抵
抗
性
・
糖
代
謝
能
の
自

然
史
の
解
明
︱
イ
ン
ス
リ
ン
分
泌
不
全
者
に
着
眼

し
て
︱
」は
、日
本
人
の
糖
尿
病
発
症
予
防
を
イ
ン

ス
リ
ン
分
泌
不
全
に
着
眼
し
て
検
討
す
る
も
の
で

す
。糖
尿
病
は
イ
ン
ス
リ
ン
の
分
泌
が
悪
い
分
泌
不

全
と
、分
泌
さ
れ
て
い
て
も
効
き
に
く
い
抵
抗
性
の

２
つ
の
機
序
か
ら
発
症
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
人
は
欧
米
人
に
比
べ
イ
ン
ス
リ
ン
分
泌
能
が

低
く
、一
方
で
日
本
人
の
２
型
糖
尿
病
患
者
は
抵
抗

性
を
伴
わ
な
い
場
合
も
多
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、日
本
人
の
２
型
糖
尿
病
発
症
に
は
分

泌
不
全
の
影
響
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、

日
本
で
イ
ン
ス
リ
ン
分
泌
能
を
測
定
し
た
大
規
模

な
コ
ホ
ー
ト
研
究
は
少
な
く
、十
分
な
検
討
は
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。そ
こ
で
、博
士
課
程
在
学
時
か
ら
、

75
ｇ
０
Ｇ
Ｔ
Ｔ（
経
口
ブ
ド
ウ
糖
負
荷
試
験
）を
毎

年
約
５
，０
０
０
名
の
ド
ッ
ク
受
診
者
に
実
施
し
て

い
る
長
野
厚
生
連
佐
久
総
合
病
院
人
間
ド
ッ
ク
科

の
先
生
方
と
共
同
研
究
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。こ
れ
ま
で
に
、日
本
人
で
は
分
泌
不
全
の
２

型
糖
尿
病
発
症
へ
の
影
響
が
大
き
い
こ
と
、２
型
糖

尿
病
発
症
ま
で
の
イ
ン
ス
リ
ン
分
泌
能
と
抵
抗
性

の
指
標
の
軌
跡
が
分
泌
不
全
者
と
抵
抗
性
者
で
異

な
る
こ
と
、な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

尾
松
　
コ
ホ
ー
ト
研
究
と
75
ｇ
０
Ｇ
Ｔ
Ｔ
に
つ
い

第一回滋賀医科大学女性研究者賞受賞者を囲んで

学長補佐　尾松 万里子

最優秀賞 麻酔科　助教　小嶋 亜希子
研究課題 「麻酔薬の心筋保護メカニズムについての研究」
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て
、少
し
説
明
し
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
。

森
本
　
コ
ホ
ー
ト
研
究
は
疫
学
研
究
の
一
つ
で
、

危
険
因
子
を
有
す
る
者
と
有
し
な
い
者
を
調
査
開

始
時
点
で
確
認
し
、そ
の
後
、両
群
に
お
け
る
疾
病

の
罹
患
率
や
死
亡
率
を
比
較
す
る
も
の
で
す
。今

回
の
課
題
で
は
10
年
間
の
デ
ー
タ
を
用
い
て
い
ま

す
。75
ｇ
０
Ｇ
Ｔ
Ｔ
と
は
75
ｇ
の
ブ
ド
ウ
糖
を
経

口
投
与
し
て
、そ
の
ブ
ド
ウ
糖
の
負
荷
に
対
し
て

の
血
糖
値
の
反
応
や
、イ
ン
ス
リ
ン
の
反
応
を
検

査
す
る
も
の
で
、イ
ン
ス
リ
ン
の
分
泌
能
や
抵
抗

性
を
評
価
で
き
ま
す
。

谷
川
　
デ
ー
タ
規
模
は
、か
な
り
大
き
い
で
す
ね
。

森
本
　
ド
ッ
ク
自
体
の
受
診
者
は
年
間
１
３
，

０
０
０
名
程
度
で
、そ
の
う
ち
75
ｇ
０
Ｇ
Ｔ
Ｔ
を

受
け
て
い
る
方
は
５
，０
０
０
名
位
い
ま
す
。10
年

間
分
で
す
と
延
べ
約
５
０
，０
０
０
名
位
に
な
り

ま
す
。

尾
松
　
こ
の
よ
う
な
デ
ー
タ
は
他
の
病
院
に
も
あ

る
の
で
し
ょ
う
か
。

森
本
　
こ
れ
だ
け
の
規
模
で
行
っ
て
い
る
も
の
は

ほ
と
ん
ど
な
い
と
思
い
ま
す
。

臨
床
で
の
経
験
や
直
面
す
る
課
題
も
研
究
テ
ー
マ
に

尾
松
　
さ
て
、各
先
生
か
ら
多
様
な
研
究
内
容
に
つ

い
て
お
話
し
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、研
究

を
始
め
る
き
っ
か
け
な
ど
に
つ
い
て
も
伺
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。村
木
先
生
、い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

村
木
　
ま
ず
、色
覚
に
つ
い
て
で
す
が
、専
門
に
診

療
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
非
常
に
少
な
く
、本
学
で

は
山
出
新
一
元
助
教
授
が
さ
れ
て
い
ま
し
た
。ま

た
、色
覚
の
遺
伝
子
研
究
は
生
化
学
・
分
子
生
物
学

講
座
の
上
山
久
雄
准
教
授
が
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
下
で
、私
は
最
初
、先
天
色
覚
異
常
に
関
係
す

る
錐
体
細
胞
の
遺
伝
子
研
究
を
し
て
博
士
号
を

取
得
し
ま
し
た
。そ
の
後
杆
体
一
色
覚
の
研
究
も

行
っ
て
い
ま
す
。

尾
松
　
森
本
先
生
は
、糖
尿
病
患
者
の
看
護
を
専

門
に
さ
れ
て
い
た
の
で
す
か
。

森
本
　
本
学
附
属
病
院
の
循
環
器
内
科
で
働
い
て

い
た
際
に
糖
尿
病
の
方
が
多
く
、糖
尿
病
の
発
症
、

進
展
、合
併
症
予
防
に
関
わ
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
し
た
。日
本
人
の
糖
尿
病
患
者
は
欧
米
の
糖
尿
病

患
者
に
比
べ
て
肥
満
度
が
か
な
り
低
い
と
い
う
と

こ
ろ
か
ら
分
泌
不
全
に
関
心
を
も
ち
ま
し
た
。

尾
松
　
小
嶋
先
生
は
、麻
酔
科
医
と
し
て
、中
枢
神

経
で
は
な
く
、心
臓
に
興
味
を
持
た
れ
た
き
っ
か

け
は
何
で
し
ょ
う
か
。

小
嶋
　
高
齢
化
も
進
ん
で
き
て
狭
心
症
や
冠
動
脈

疾
患
を
も
つ
方
が
手
術
を
受
け
る
機
会
も
年
々
増

え
て
い
ま
す
。虚
血
再
灌
流
傷
害
か
ら
臓
器
を
保

護
す
る
作
用
の
あ
る
麻
酔
薬
を
使
う
こ
と
で
、周

術
期
の
虚
血
性
心
疾
患
か
ら
心
臓
を
守
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
、と
思
い
、こ
の
テ
ー
マ
に
取
り
組
む
こ

と
に
し
ま
し
た
。

尾
松
　
周
術
期
に
は
心
臓
に
急
激
な
負
担
が
生
ず

る
こ
と
が
あ
る
の
で
す
ね
。

小
嶋
　
周
術
期
で
も
覚
醒
時
に
は
虚
血
発
作
が
起

こ
り
や
す
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。麻
酔
か
ら
急

激
に
覚
め
る
と
、交
感
神
経
も
緊
張
し
ま
す
の
で
、

血
圧
が
上
が
っ
た
り
、脈
が
速
く
な
っ
た
り
し
て
、

虚
血
発
作
が
起
こ
り
や
す
い
状
態
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
態
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

な
、麻
酔
薬
や
麻
酔
方
法
を
考
え
る
こ
と
が
重
要

と
な
り
ま
す
。

谷
川
　
と
こ
ろ
で
、先
日
講
演
会
が
あ
っ
て
、両
親

が
理
系
だ
と
、女
子
学
生
も
理
系
に
進
む
傾
向
が

あ
る
と
い
っ
た
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、研
究
の
道

に
進
ま
れ
る
の
に
、ご
両
親
の
影
響
な
ど
は
あ
り

ま
し
た
か
。

森
本
　
私
は
親
が
工
学
の
研
究
者
だ
っ
た
の
で
研

究
者
を
志
し
た
面
が
あ
り
ま
す
が
、大
学
生
の
時

に
教
え
て
い
た
だ
い
た
先
生
方
の
影
響
も
あ
り
ま

す
。研
究
に
関
心
の
あ
る
学
生
が
増
え
て
い
っ
て

ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

谷
川
　
国
も
女
性
研
究
者
の
裾
野
を
広
げ
よ
う

と
、大
学
は
も
と
よ
り
、中
学
・
高
校
生
が
ど
う
す

れ
ば
目
指
す
よ
う
に
な
る
か
と
試
行
錯
誤
し
て

い
ま
す
。

尾
松
　
本
学
の
女
子
学
生
の
割
合
は
他
の
大
学
と

比
べ
て
ど
の
く
ら
い
で
し
ょ
う
か
。

谷
川
　
医
学
科
は
現
在
40
％
く
ら
い
で
、全
国
的

に
も
同
じ
く
ら
い
だ
と
思
い
ま
す
。

尾
松
　
看
護
学
科
は
１
学
年
60
名
で
、ほ
と
ん
ど

女
性
だ
と
思
い
ま
す
。医
学
科
と
合
わ
せ
る
と
１

学
年
で
女
性
が
お
よ
そ
１
０
０
名
い
る
こ
と
に
な

り
ま
す
ね
。

優秀賞 眼科　講師　村木 早苗
研究課題 「杆体一色覚で見出された網膜錐体ｃＧＭＰ依存症カチオンチャネルＡ３サブ

ユニットのミスセンス変異の機能的解析」
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じ
っ
く
り
考
え
る
研
究
は

臨
床
医
に
と
っ
て
も
有
意
義
な
経
験

谷
川
　
研
究
で
苦
し
か
っ
た
こ
と
な
ど
あ
り
ま
す

か
。試
行
錯
誤
も
多
い
と
思
う
の
で
す
が
。

小
嶋
　
実
験
で
の
失
敗
は
多
い
で
す
ね
。実
験
で

は
い
ろ
い
ろ
条
件
を
整
え
て
い
て
も
う
ま
く
い
か

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。最
初
は
な
ぜ
こ
ん
な
に

難
し
い
の
か
と
思
い
ま
し
た
。で
も
、苦
労
し
た
後

に
順
調
に
実
験
が
進
む
よ
う
に
な
っ
た
り
す
る
と

喜
び
が
大
き
い
で
す
ね
。

尾
松
　
疫
学
研
究
は
実
験
研
究
と
は
ま
た
異
な
る

と
思
い
ま
す
が
、い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

森
本
　
私
の
場
合
は
共
同
研
究
を
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
、他
の
機
関
で
す
の
で
研
究
を
継
続
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
大
変
で
し
た
。研
究
に
ご
理
解
を

い
た
だ
い
た
と
き
は
本
当
に
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

村
木
　
臨
床
で
は
、患
者
さ
ん
へ
の
対
応
が
優
先

さ
れ
る
た
め
、じ
っ
く
り
考
え
る
時
間
は
ど
う
し

て
も
少
な
く
な
り
ま
す
。も
ち
ろ
ん
、手
術
の
効
果

な
ど
考
え
る
こ
と
は
多
く
あ
る
の
で
す
が
、基
礎

研
究
の
よ
う
に
、一
定
期
間
物
事
を
突
き
詰
め
て

考
え
る
と
い
う
こ
と
は
、考
え
る
こ
と
を
鍛
え
る

と
い
う
意
味
で
、と
て
も
有
意
義
な
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。こ
れ
は
ぜ
ひ
経
験
し
て
い
た
だ
き
た
い

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

尾
松
　
患
者
さ
ん
を
診
る
毎
日
と
、研
究
の
よ
う
に

自
分
で
自
分
の
時
間
を
オ
ー
ガ
ナ
イ
ズ
し
て
い
く

毎
日
と
は
違
い
ま
す
よ
ね
。森
本
先
生
は
臨
床
で
は

ど
の
分
野
を
担
当
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

森
本
　
現
在
は
禁
煙
外
来
を
受
け
持
っ
て
い
ま
す
。

尾
松
　
村
木
先
生
は
週
に
ど
の
く
ら
い
眼
科
の
外

来
を
担
当
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

村
木
　
水
曜
日
は
一
般
外
来
で
い
ろ
い
ろ
な
患
者

さ
ん
を
診
て
い
て
、病
棟
へ
の
往
診
が
あ
る
と
夜

７
時
に
終
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。木
曜
日
は
小

児
や
、斜
視
、弱
視
の
専
門
外
来
を
担
当
し
て
い
ま

す
。金
曜
日
の
午
後
は
色
覚
の
専
門
外
来
、こ
れ

は
月
に
１
回
な
の
で
す
が
、遠
方
か
ら
も
患
者
さ

ん
が
来
ら
れ
ま
す
。小
学
校
で
色
覚
検
査
が
無
く

な
っ
た
の
で
、気
付
か
な
い
ま
ま
成
長
さ
れ
て
、色

を
見
分
け
な
い
と
い
け
な
い
仕
事
に
就
い
て
戸
惑

う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

尾
松
　
昔
、小
学
校
な
ど
で
行
わ
れ
て
い
た
色
覚

検
査
が
無
く
な
っ
た
の
で
す
ね
。

村
木
　
色
覚
検
査
は
差
別
だ
と
言
う
人
も
い
て
、

恐
ら
く
、み
ん
な
を
並
べ
て
検
査
す
る
と
い
っ
た

方
法
が
問
題
だ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。あ
と
、火

曜
日
は
手
術
日
で
、子
ど
も
の
手
術
を
す
る
時
は

全
身
麻
酔
に
な
る
の
で
、小
嶋
先
生
に
も
大
変
お

世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

尾
松
　
小
嶋
先
生
は
い
か
が
で
す
か
。

小
嶋
　
手
術
室
内
で
の
麻
酔
業
務
が
中
心
に
な
り

ま
す
。週
に
１
日
は
患
者
さ
ん
の
術
前
評
価
を
す
る

外
来
を
担
当
し
て
い
ま
す
。空
い
た
時
間
で
研
究
を

し
て
い
ま
す
が
、平
日
だ
け
で
は
時
間
が
足
り
ず
、

休
日
も
ほ
と
ん
ど
研
究
に
費
や
し
て
い
ま
す
。

森
本
　
麻
酔
科
は
、ど
う
い
う
経
緯
で
希
望
さ
れ

た
の
で
す
か
。

小
嶋
　
学
生
の
時
ポ
リ
ク
リ（
医
学
部
高
学
年
に

お
け
る
病
院
実
習
）で
各
診
療
科
を
ま
わ
る
の
で

す
が
、麻
酔
科
で
、先
生
が「
患
者
さ
ん
が
も
う
起

き
る
よ
」と
軽
く
肩
を
た
た
い
た
ら
、ぱ
っ
と
眼
を

第一回滋賀医科大学女性研究者賞受賞者を囲んで

優秀賞 臨床看護学講座　講師　森本 明子
研究課題 「２型糖尿病発症までのインスリン分泌能・抵抗性・糖代謝能の自然史の解明

  ーインスリン分泌不全者に着眼してー」
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小児科外来にて病理学講座（疾患制御病理学部門）研究室にて 解剖学講座（生体機能形態学部門）研究室にて

　平成24年度に採択された文部科学省科学技術人材育成費補助事業｢女性研究者研究活動支援事業｣の一環
として、出産・育児・介護等に直面して研究時間の確保が困難となった女性研究者に｢研究支援員｣を雇用し
て配置する制度を開始しました。
　この制度は、半年間を期限として，実験やデータ入力等の作業を支援員に行ってもらい、女性研究者のワー
クライフバランスに貢献することを目的としています。作業時間は１週間に6時間程度であり、出来る限り本学
の学生を雇用することを推奨しています。このことにより、男子学生、女子学生を問わず、女性研究者への理
解を深めるとともに、自らの研究への意識を高める効果も期待しています。
　第一回公募では、平成25年9月から平成26年2月までの期間に3名の女性研究者に支援員を配置し、大いに
活用されています。
　平成26年4月からは、第二回公募による支援員が配置される予定になっており、この制度を通して、学生、研究者、
大学が「三方よし」となるよう支援していきたいと考えています。

「滋賀医科大学女性研究者のための
    支援員配置制度が発足しました」

〜 研 究 支 援 員 の 学 生 と と も に 〜

覚
ま
さ
れ
た
の
を
見
て
、「
こ
ん
な
ふ
う
に
人
の
意

識
を
調
節
で
き
る
ん
だ
」と
思
っ
て
、そ
れ
が
き
っ

か
け
と
い
え
ば
き
っ
か
け
で
す
。

谷
川
　
麻
酔
科
医
は
依
然
と
し
て
不
足
し
て
い
る

の
で
す
か
。

小
嶋
　
ま
だ
ま
だ
不
足
し
て
い
ま
す
。さ
ら
に
麻
酔

科
医
は
、手
術
麻
酔
だ
け
で
な
く
集
中
治
療
医
学

や
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
分
野
で

活
動
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、意
欲
あ
る

麻
酔
科
医
を
増
や
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

尾
松
　
麻
酔
科
の
先
生
が
少
な
い
た
め
に
手
術
が

で
き
な
い
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
聞
き
ま
す
ね
。村

木
先
生
は
ど
う
し
て
眼
科
を
志
さ
れ
た
の
で
す
か
。

村
木
　
医
学
部
に
入
っ
た
時
は
ま
っ
た
く
考
え
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。最
初
は
小
児
科
か
内
科
を
考

え
て
い
た
の
で
す
が
、臨
床
実
習
の
と
き
、眼
科
で

顕
微
鏡
下
で
の
白
内
障
の
手
術
を
見
た
時
に
、「
私

も
こ
れ
を
や
り
た
い
」と
思
っ
て
選
び
ま
し
た
。

支
援
体
制
や
周
囲
の
理
解
だ
け
で
な
く

本
人
の
強
い
意
志
が
不
可
欠
に

森
本
　
女
性
研
究
者
支
援
の
一
つ
と
し
て
、出
産

な
ど
か
ら
復
帰
さ
れ
る
方
へ
の
支
援
制
度
が
あ
っ

て
、募
集
さ
れ
て
い
た
と
思
い
ま
す
が
。

尾
松
　
育
児
中
な
ど
の
方
に
研
究
支
援
員
を
配
置

す
る
も
の
で
、今
年
度
３
件
採
択
し
ま
し
た
。支
援

員
は
、特
定
の
候
補
が
い
な
い
な
ら
、男
女
を
問
わ

ず
本
学
の
学
生
を
使
っ
て
下
さ
い
と
お
願
い
し
ま

し
た
。デ
ー
タ
の
入
力
や
組
織
切
片
の
標
本
作
製

な
ど
に
従
事
し
て
い
ま
す
が
、学
生
自
身
の
勉
強

に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

谷
川
　
研
究
で
は
、臨
床
の
先
生
方
の
論
文
数
が

減
っ
て
き
て
い
る
こ
と
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま

す
ね
。



−Special Talk−

21 S H I G A  I D A I  N E W S 　 v o l . 2 3

尾
松
　
学
会
な
ど
で
同
じ
分
野
の
女
性
研
究
者

に
会
わ
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、交
流
な
ど
は
あ

り
ま
す
か
。

村
木
　
あ
り
ま
す
。お
互
い
切
磋
琢
磨
し
て
頑
張

り
合
え
る
存
在
で
す
。学
会
の
時
な
ど
に
同
じ
ポ

ジ
シ
ョ
ン
の
先
生
方
と
食
事
を
し
な
が
ら
、今
ど

ん
な
こ
と
や
っ
て
い
る
の
か
と
い
っ
た
こ
と
を
話

し
た
り
し
ま
す
。メ
ー
ル
で
分
か
ら
な
い
症
例
に

つ
い
て
も
確
認
し
た
り
し
て
い
ま
す
。目
標
に
し

て
い
る
女
性
の
先
生
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

尾
松
　
私
が
若
い
時
は
学
会
に
行
く
と
、女
性
は

と
て
も
少
な
く
、若
手
で
は
私
１
人
に
近
い
状
態

で
し
た
。た
だ
、女
性
１
人
だ
と
覚
え
て
も
ら
い
や

す
か
っ
た
の
で
得
を
し
ま
し
た
。眼
科
は
女
性
医

師
が
多
い
の
で
し
ょ
う
ね
。

村
木
　
多
い
で
す
ね
。眼
科
は
当
直
や
緊
急
の
呼

び
出
し
は
も
ち
ろ
ん
あ
り
ま
す
が
、仕
事
と
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
の
メ
リ
ハ
リ
が
あ
り
自
分
の
時
間
は
比

較
的
あ
る
方
な
の
で
、家
庭
と
仕
事
を
両
立
さ
れ

て
い
る
女
性
医
師
も
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。手
術
も
短
時
間
の
も
の
が
多
く
、し
か
も

座
っ
て
で
き
ま
す
の
で
、身
体
へ
の
負
担
も
少
な

い
で
す
。徹
夜
で
手
術
と
い
う
の
は
体
力
的
に
女

性
に
は
不
利
だ
と
思
い
ま
す
。教
授
や
准
教
授
に

就
任
さ
れ
て
い
る
女
性
医
師
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
し
、女
性
が
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
し
て
い
け
る
診

療
科
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。

谷
川
　
麻
酔
科
も
多
い
で
す
ね
。

小
嶋
　
日
本
麻
酔
科
学
会
の
会
員
数
動
向
を
見
る

と
、29
歳
以
下
は
女
性
が
半
分
よ
り
少
し
多
く
、39

歳
以
下
で
は
半
分
く
ら
い
で
す
。こ
れ
が
40
歳
以

上
に
な
る
と
一
気
に
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。出

産
や
育
児
な
ど
で
辞
め
ら
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。私
達
の
講
座
で
は
、育
児
中
の
女
性
麻
酔

科
医
も
働
け
る
よ
う
な
体
制
に
し
て
い
ま
す
。

い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。そ
れ
を
な
ん
と
か
す
る

た
め
に
は
、医
師
の
場
合
は
医
局
を
は
じ
め
周
囲

の
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

尾
松
　
一
度
辞
め
て
し
ま
う
と
、な
か
な
か
戻
り

に
く
い
の
で
し
ょ
う
ね
。戻
り
た
く
て
も
、つ
い
て

行
け
な
い
か
も
し
れ
な
い
と
思
う
と
二
の
足
を
踏

ん
で
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

森
本
　
研
究
に
は
長
い
時
間
が
必
要
な
た
め
本
人

の
意
思
は
本
当
に
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。上
司
の

理
解
と
い
っ
た
面
も
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

村
木
　
大
学
院
に
進
学
す
る
人
も
少
な
く
な
っ
て

い
ま
す
。

谷
川
　
国
立
大
学
病
院
で
は
、病
院
収
入
を
上
げ

る
こ
と
が
大
き
な
目
標
と
な
っ
て
い
て
、ど
う
し

て
も
研
究
よ
り
診
療
に
ウ
エ
イ
ト
が
か
か
る
の

で
、論
文
数
が
減
っ
て
き
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

尾
松
　
以
前
は
大
学
院
生
で
あ
ふ
れ
て
い
た
よ
う

な
講
座
も
少
な
く
な
っ
て
き
た
と
聞
き
ま
す
。成

功
す
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
研
究
を
す
る
よ
り

専
門
医
の
取
得
を
目
指
す
と
い
っ
た
動
き
も
あ
る

の
で
し
ょ
う
か
。研
究
費
の
獲
得
に
も
、申
請
書
類

を
作
成
す
る
の
に
時
間
が
か
か
り
ま
す
よ
ね
。

谷
川
　
そ
れ
で
も
研
究
費
を
獲
得
で
き
た
時
は
う

れ
し
い
で
す
よ
ね
。

村
木
　
も
ち
ろ
ん
う
れ
し
い
で
す
が
、そ
れ
に
も

増
し
て
自
分
の
研
究
が
評
価
さ
れ
て
い
る
と
い
う

喜
び
が
あ
り
ま
す
ね
。

谷
川
　
大
学
に
よ
る
女
性
研
究
者
支
援
と
し
て
必

要
だ
と
思
う
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

小
嶋
　
支
援
も
必
要
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、ま
ず

は
本
人
の
意
思
が
強
く
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。

谷
川
　
よ
く
尾
松
先
生
が
、本
人
の
意
識
、強
い
気

持
ち
が
あ
っ
た
ら
、結
婚
や
出
産
、育
児
な
ど
い
ろ

い
ろ
あ
っ
て
も
乗
り
越
え
ら
れ
る
と
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
ま
す
ね
。

小
嶋
　
女
性
に
限
っ
た
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、自
立
し
た
研
究
者
を
育
て
る
た
め
の
シ
ス
テ

ム
と
し
て
の
支
援
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

村
木
　
早
く
離
職
し
て
し
ま
う
と
、仕
事
の
面
白

さ
も
分
か
り
ま
せ
ん
よ
ね
。臨
床
も
10
年
は
し
な

い
と
分
か
ら
な
い
で
す
し
、研
究
に
興
味
を
持
つ

ま
で
に
至
ら
ず
に
離
れ
て
い
く
方
も
多
く
い
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。と
て
も
も
っ
た
い
な

第一回滋賀医科大学女性研究者賞受賞者を囲んで
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後
に
続
く
若
い
研
究
者
の
た
め
に

臨
床
・
教
育
と
研
究
の
両
立
を
目
指
し
て

谷
川
　
こ
れ
ま
で
伺
っ
て
、学
生
に
も
皆
さ
ん
の

お
話
は
と
て
も
興
味
深
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

村
木
　
最
近
の
学
生
は
や
る
気
が
あ
り
ま
す
し
、

意
識
も
す
ご
く
高
い
と
思
い
ま
す
。女
子
学
生
も

前
向
き
の
人
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

尾
松
　
研
修
医
に
つ
い
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

村
木
　
入
局
者
が
減
っ
て
い
て
、今
年
は
２
人
し

か
い
ま
せ
ん
で
し
た
。い
か
に
入
局
者
を
増
や
す

か
考
え
て
い
ま
す
が
、全
国
的
に
も
減
っ
て
き
て

い
ま
す
。臨
床
研
修
で
は
、眼
科
は
必
須
で
な
い
の

で
、研
修
医
に
接
す
る
機
会
が
減
っ
て
い
る
た
め

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

尾
松
　
業
務
が
忙
し
い
と
後
進
を
育
て
る
と
い
う

こ
と
も
難
し
い
で
す
ね
。

村
木
　
確
か
に
指
導
す
る
時
間
は
少
な
い
で
す

ね
。手
術
指
導
も
仕
事
が
終
わ
っ
て
か
ら
に
な
り

ま
す
。手
術
で
は
顕
微
鏡
を
使
う
の
で
す
が
、ま
ず

は
豚
の
眼
を
使
っ
て
顕
微
鏡
下
で
白
内
障
の
手
術

や
縫
合
す
る
練
習
を
し
て
も
ら
い
ま
す
。

尾
松
　
麻
酔
科
で
は
ど
う
さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
。

小
嶋
　
私
達
も
や
は
り
日
々
の
業
務
が
忙
し
く
、

指
導
に
時
間
を
と
る
の
に
苦
労
し
て
い
ま
す
。麻

酔
で
最
も
重
要
な
手
技
の
一
つ
で
あ
る
気
管
内
挿

管
は
、ま
ず
教
育
用
マ
ネ
キ
ン
を
使
っ
て
十
分
訓

練
し
て
も
ら
っ
て
か
ら
、臨
床
で
行
い
ま
す
。そ
の

場
合
も
私
達
が
付
い
て
指
導
し
ま
す
。教
育
用
マ

ネ
キ
ン
は
、薬
を
入
れ
る
と
麻
酔
が
か
か
り
、血
圧

や
心
拍
数
な
ど
も
変
化
す
る
よ
う
な
、臨
床
を
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る
高
機
能
の
も
の
を
用
い

て
い
ま
す
。

尾
松
　
森
本
先
生
は
い
か
が
で
す
か
。

森
本
　
講
義
や
実
習
な
ど
教
育
で
学
生
と
関
わ
る

こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、大
学
院
に
関
心
の
あ

る
学
生
は
私
が
学
生
の
頃
よ
り
多
い
の
で
は
と
感

じ
て
い
ま
す
。

尾
松
　
近
年
、疫
学
研
究
に
限
ら
ず
、論
文
に
お
い

て
統
計
が
非
常
に
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
ね
。

森
本
　
統
計
の
勉
強
は
時
間
を
か
け
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。い
ろ
い
ろ
な
統
計
解
析
手
法
が
開
発

さ
れ
て
い
て
、経
年
的
な
デ
ー
タ
の
解
析
も
行
い

や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
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編集人交替挨拶

　「滋賀医大ニュース」は 2000 年 1 月に創刊さ
れました。初代の北嶋和智編集人の後を継ぎ、生
理学講座（細胞機能生理学）の尾松万里子准教
授と事務方の多大な助けを借りて、2002 年 2 月
（第 5 号）から 2013 年 8 月（第 22 号）まで、編

集人を務めさせていただきました。定年により編集人を交替致します。私の怠慢
で、2003 年には 0 回、2004 年～ 2007 年には年 1 回という時もありましたが、
2008 年以降は初期と同じく年 2 回の刊行を続けることができました。取材に快
く応じていただいた方 と々、貴重な意見をお寄せいただいた読者の皆様に心よ
り感謝申し上げ、「滋賀医大ニュース」の今後の大いなる発展を期待いたします。

家庭医療学講座教授

三
み つ な み

ッ浪　健
けん い ち

一
滋賀医大ニュース第 23 号（2014 年 3 月発行）より、
三ツ浪教授から編集人を交替しました内科学講座の
前川です。尾松万里子准教授とともに編集を務めさ
せていただきます。今までは滋賀医大ニュースを一
読者として読ませて頂いておりましたが、今後は、滋

賀医大の「旬な話題」を、学外、学内を問わず、広くお届けできればと考えております。
　今年、滋賀医大は開学 40 周年を迎えます。「地域に支えられ、世界に羽ば
たく滋賀医大の“いま“」を伝えられるよう頑張りたいと思います。これまで以上
に、皆様のお役に立てる広報誌にと念願しておりますので、忌憚のないご意見
や取材、執筆依頼などご協力の程よろしくお願い申し上げます。

内科学講座教授

前
まえ が わ

川　聡
ひろし

村
木
　
今
思
う
と
、学
生
の
時
に
統
計
を
も
う
少

し
真
面
目
に
や
っ
て
お
く
べ
き
で
し
た
。そ
の
当

時
は
そ
こ
ま
で
大
事
だ
と
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

森
本
　
医
学
統
計
部
門
の
あ
る
大
学
も
増
え
て
い

ま
す
の
で
、そ
こ
の
先
生
方
に
教
え
て
い
た
だ
く

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

尾
松
　
先
生
方
に
は
、い
ろ
い
ろ
な
話

を
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。最
後
に
、こ
れ
か
ら
の
目

標
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
け
な
い
で

し
ょ
う
か
。

小
嶋
　
臨
床
と
研
究
と
を
同
時
に
や
っ

て
い
く
に
は
時
間
も
労
力
も
必
要
で

す
。け
れ
ど
も
研
究
の
楽
し
さ
は
、臨
床

で
の
疑
問
を
自
分
の
力
で
解
明
し
て
い

く
と
こ
ろ
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。ま
た
、

研
究
で
得
ら
れ
た
知
識
や
考
え
方
は
、

必
ず
臨
床
で
も
役
立
つ
も
の
で
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。で
す
の
で
、ぜ
ひ
と
も

若
い
人
達
に
も
研
究
を
経
験
し
て
も
ら

い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。私
自
身
も

自
立
し
た
臨
床
医
、研
究
者
に
な
れ
る

よ
う
、今
後
も
が
ん
ば
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

村
木
　
次
か
ら
次
へ
と
分
か
ら
な
い
こ

と
が
出
て
き
ま
す
の
で
、常
に
勉
強
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。医
療

の
た
め
に
も
自
分
が
い
な
く
て
も
大
丈

夫
な
よ
う
に
後
進
を
育
て
た
い
と
思
い

ま
す
。研
究
に
つ
い
て
は
、最
終
的
に
治

療
に
つ
な
が
る
役
に
立
て
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。

森
本
　
学
部
教
育
を
し
っ
か
り
や
る
と

い
う
こ
と
と
、研
究
は
自
分
の
研
究
だ

け
で
な
く
、後
進
の
研
究
者
の
育
成
を

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

谷
川
　
お
一
人
お
一
人
の
活
動
が
、本
学
ひ
い
て

は
我
が
国
に
お
け
る
女
性
研
究
者
の
活
躍
に
繋

が
っ
て
い
く
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。本
日
は
ど
う

も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第一回滋賀医科大学女性研究者賞受賞者を囲んで
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「滋賀医科大学わかあゆ夢基金」

　学生の教育支援として、平成25年度、学部学生の各学科・各学年の成績優秀者１名（２年生以上）計８名に対し、
奨学金を授与いたしております。

わかあゆ夢基金に関しましては、
下記のホームページからもご覧いただけます。

お問い合わせ先／
滋賀医科大学　総務課
TEL:077-548-2007

http://www.shiga-med.ac.jp/yume/index.html

　平成26年２月現在、皆様方からご支援いただきました総額は、
788件／ 41,629千円になりました。心から御礼申し上げます。
　引き続き「滋賀医科大学わかあゆ夢基金」に是非お力添えを賜
りますようお願い申し上げます。

　本学では、平成22年4月開始の第二期中期計画の６年間において「人材育成と医療科学・技術
の創出」ひいては「滋賀の地域医療のさらなる発展、充実」を目指す「SUMS Project 2010-2015」 
を進めており、その実現のため「滋賀医科大学わかあゆ夢基金」を設立しています。

を通じて教育及び研究の充実を図り、地域医療及び医学・医療の国際化への貢献を目指しています。
本基金により、①学生の教育支援　②教育研究備品整備　③国際留学生支援 などの事業

奨学生からの声（一部ご紹介）

　この度は奨学生にご選出いただきありがとうございました。
　この制度は他大学にはみられない滋賀医科大学独自のものであり、大学が学生の教育を重視しているという
表れだと思います。私が奨学生になることができたのは、滋賀医科大学の充実した教育制度と素晴らしい先生
方のおかげです。
　今後は勉学だけでなく、地域の活動に参加する機会を増やし、人間力のある医師を目指して頑張っていきた
いと思います。

　この度は奨学生に選んでいただき、驚きとともに大変光栄に思います。
　これまでの三年間、多くの先生方にお世話になりながら、講義や演習を通して成長させていただきました。また、
臨床看護学実習では、実習中に受け持たせていただいた患者さんをはじめ、ご指導いただいた病院関係者、看
護学科の先生方、そして一緒に切磋琢磨しながら実習を乗り越えた友人達、家族など多くの方 に々支えていた
だきながら、多くの学びを得ることができました。
　このような恵まれた環境で勉強させていただいたからこそ、今回のような勉学の成果につながったのだと思い
ます。学生生活も残りわずかとなりましたが、患者さんに安心を感じてもらえるような看護師となれるように、より一
層の向上心をもって努力を続けていきたいと思います。ありがとうございました。

　この度、奨学生に選ばれたことを大変光栄に思います。
　少しプレッシャーは感じますが、今までの勉強の努力を評価していただいたということは嬉しく思います。またい
つも支えてくれる両親や大学の先生方、友人に感謝しています。
　今年からは病院での実習も始まり、医療の現場を見たり患者さんに接したりする中で、より一層医学へのモチ
ベーションは高くなりました。そして、社会へ出るという自覚も感じるようになりました。これからは身につけた知識を
実践できるように努力し、また、勉強のみならず、様 な々ことに挑戦していけたらと思います。

●広告掲載のお問い合わせ先：滋賀医科大学 企画調整室 TEL 077-548-2012 ※この冊子は再生紙を使用しています。


